
し
ー
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一
、
東
福
寺
城
•
清
水
城
・
内
城

二
、
上
山
城
と
鶴
丸
城

三
、
城
郭
・
城
館
の
変
遷

四
、
成
尾
図
そ
の
他

-
、
東
福
寺
城
・
清
水
城
・
内
城

鹿
児
島
は
薩
摩
国
鹿
児
島
郡
の
中
心
地
、
郡
術
の
所
在
地
（
郡
元
の
地
名
を
存
す
）
で
あ
っ

た
。
鎌
倉
時
代
初
期
、
一
時
惟
宗
康
友
が
郡
司
職
を
有
し
た
が
、
そ
の
前
後
は
お
お
む
ね
薩
摩

平
氏
の
世
襲
す
る
と
こ
ろ
で
、
長
谷
場
・
矢
上
（
何
れ
も
地
名
に
よ
る
）
氏
も
そ
の
統
で
あ
っ

た
（
系
図
で
は
藤
姓
を
称
す
）
。
地
頭
は
島
津
（
惟
宗
）
忠
久
が
初
代
、
以
後
島
津
氏
本
宗
家

の
世
襲
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
史
料
の
上
で
直
接
鹿
児
島
と
関
係
を
も
っ
た
の
は
三
代
久
経

で
、
弘
安
七
年
（
↑
ご
浄
光
明
寺
を
創
建
、
梵
鐘
に
銘
文
を
記
し
た
と
あ
る
。

ま
た
文
保
三
年
(
-
し
）
に
は
四
代
忠
宗
が
鹿
児
島
東
福
寺
内
の
禁
制
を
令
し
て
い
る
。
Ill

右
の
こ
と
か
ら
島
津
氏
は
薩
摩
国
守
護
兼
総
地
頭
で
も
あ
り
、
そ
の
居
所
は
高
城
郡
或
は

薩
摩
郡
（
現
在
の
川
内
市
国
分
寺
跡
或
は
碇
山
城
跡
付
近
）
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
別
に
鹿
児

島
に
は
単
に
鹿
児
島
郡
の
地
頭
と
し
て
の
み
な
ら
ず
比
較
的
早
く
か
ら
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
に

う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
は
五
代
貞
久
が
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
、
大
隅
国
守
護
職
を
も
復
す
る
こ

と
に
よ
り
薩
隅
両
国
の
境
に
位
置
す
る
そ
の
地
理
的
事
情
も
加
わ
っ
て
重
視
さ
れ
、

5

5

=

[

(
m

ー
）
郡
司
矢
上
一
族
中
村
氏
ら
が
南
朝
方
の
肝
付
兼
重
を
迎
え
て
た
て
こ
も
っ
た
東
福
寺

城
を
陥
し
入
れ
て
以
来
、
島
津
氏
は
同
城
に
拠
っ
て
南
九
州
経
略
の
歩
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
鹿
児
島
に
お
け
る
島
津
氏
の
居
城
は
上
山
城
（
鶴
丸
城
）
に
落
つ
く
ま
で
東
福

寺
城
•
清
水
城
・
内
城
と
変
遷
す
る
が
、
そ
の
詳
細
は
省
略
し
そ
れ
ぞ
れ
の
来
歴
を
要
約
し
て

い
る
玉
里
文
庫
本
文
政
五
年
の
鹿
児
島
城
下
絵
図
の
注
記
を
掲
載
し
て
お
こ
う
。

121

ま
ず
東
福
寺
城
に
つ
い
て
は
「
一
、
暦
応
四
年
よ
り
六
代
氏
久
公
御
在
城
、
貞
治
二
年
隅
州

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
教
授

五

味

克

夫

鹿

児

島

城

の

沿

革

ー

関

係

史

料

の

紹

介

ー

iL

御
移
候
、

5

5

城

5

、
一
、
七
代
元
久
公
志
布
志
よ
り
鹿
児
島
4

御
移
、
当
城
ふ
被
遊
御
座
候

得
共
城
地
狭
少
故
、
清
水
城
を
御
築
候
iln

彼
城
ょ
御
移
候
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
東
福
寺
城

暦
応
三
年
肝
付
八
郎
兼
重
畔
5

汀

一

5

当
城
に
拠
り
中
村
弾
正
忠
秀
純
ハ
尼
頸
小
城
に
在
て
矢

上
に
力
を
合
わ
す
、
依
之
同
年
八
月
十
二
日
道
鑑
公
御
自
将
二

iln

当
城
を
御
攻
候
得
共
不
致
落

去
、
翌
四
年
矢
上
高
純
人
数
を
出
し
後
詰
い
た
し
候
二
付
、
公
御
人
数
を
被
遺
、
矢
上
か
居
城

催
馬
楽
城
を
被
攻
落
、
乗
勝
て
佐
多
三
郎
左
衛
門
尉
師
忠
を
先
陣
と
し
て
当
城
を
攻
ら
る
、
四

月
廿
六
日
当
城
落
去
、
同
廿
八
日
尾
頸
小
城
落
城
い
た
し
候
‘
-
、
久
豊
公
御
代
応
永
廿
年
十
二

月
七
日
夜
伊
集
院
頼
久
清
水
ヵ
城
を
攻
取
ル
、
公
ハ
吉
田
ふ
御
座
被
成
候
御
留
主
之
時
に
北
原

三
郎
太
郎
東
福
寺
之
古
城
を
取
構
へ
地
下
之
士
町
之
者
共
五
六
十
人
程
ニ
テ
守
之
、
谷
山
下
大

隅
“
早
船
を
遣
ス
、
佐
多
伯
者
守
親
久
、
大
寺
美
作
守
等
当
城
二
馳
籠
る
、
公
吉
田
に
お
ひ
て

被
聞
召
、
直
ー
一
御
駈
付
被
遊
候
、
吉
田
若
狭
守
、
蒲
生
美
濃
守
御
供
也
、
其
勢
弐
十
三
騎
二
曲

都
合
五
十
騎
之
内
卜
云
、
河
田
、
比
志
島
、
川
上
馳
参
候
Im

中
途
御
供
仕
候
、
生
殺

□

を
御
下

り
諏
方
社
ふ
御
神
拝
被
遊
候
lm

清
水
城
を
御
廻
り
楕
木
川
を
隔
て
；
伏
兵
を
置
、
束
福
寺
城
Ic

御
人
被
遊
候
、
然
処
廻
、
市
成
、
下
大
隅
、
向
島
之
兵
船
追
々
着
船
い
た
し
、
上
下
三
百
人
二

も
被
成
候
、
亦
入
来
院
之
人
数
百
人
程
参
候
、
夫
よ
り
公
御
出
馬
被
遊
、
原
良
二

Im

合
戦
有
之

」
の
記
載
が
あ
る
。
東
福
寺
城
の
背
後
の
山
つ
づ
ぎ
は
「
梶
原
城
」
で
「
清
水
城
御
在
城
ノ
節

、
此
処
ハ
梶
原
氏
ノ
居
城
也
、
梶
原
氏
中
世
北
原
を
名
乗
也
、
応
永
ノ
合
戦
二
北
原
太
郎
―
二
郎

、
北
原
三
郎
太
郎
、
同
弥
三
郎
な
ど
と
あ
る
ハ
皆
梶
原
氏
也
、
按
二
此
処
ハ
東
福
寺
ノ
本
城
ナ

ル
ヘ
シ
」
と
の
説
明
が
あ
る
。
東
福
寺
城
は
南
北
朝
期
海
に
面
し
た
要
害
の
城
と
し
て
重
要
な

意
義
を
有
し
た
が
、
居
館
や
城
下
町
を
形
成
す
る
に
は
狭
隣
で
あ
っ
た
。
③

そ
こ
で
向
側
楕
木
川
を
へ
だ
て
た
西
北
の
丘
陵
が
城
地
に
選
定
さ
れ
た
。
清
水
城
で
あ
る
。

同
城
に
つ
い
て
は
右
掲
絵
図
の
注
記
に
「
本
城
｀

5

域
」
と
あ
る
。
清
水
城
が
本
城
と
よ
ば

れ
た
こ
と
は
鹿
児
島
に
あ
る
束
福
寺
以
下
島
津
氏
歴
代
の
居
城
の
中
、
同
城
が
別
格
の
重
要
な

城
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
「
一
、
応
永
廿
年
十
二
月
七
日
夜
、
久
豊
公
御
人

数
を
菱
刈
4

被
差
向
、
御
自
身
吉
田
d

被
成
御
座
候
、
御
留
主
二
伊
集
院
之
城
主
弾
正
少
弼
頼

久
攻
落
候
而
人
数
を
籍
置
、
小
野
原
良
ー
陣
を
取
候
lm

罷
居
候
を
於
吉
田
被
聞
召
、
直
二
御
駈

付
被
遊
而
御
取
返
候
、
此
時
小
野
原
良
一
面
合
戦
有
之
、
一
、
当
城
は
至
徳
年
中
、
七
代
太
守

元
久
公
御
築
被
遊
候
lm

東
福
寺
城
よ
り
御
移
被
遊
候
、
夫
よ
り
久
豊
公
、
忠
国
公
、
立
久
公
、

忠
昌
公
、
忠
治
公
、
忠
隆
公
、
勝
久
公
御
代
天
文
四
年
＋
月
十
日
迄
百
五
拾
年
程
代
々
御
在
城

被
遊
候
所
也
、
一
、
貴
久
公
御
年
十
三
歳
之
時
勝
久
公
御
養
子
二
御
成
被
遊
、
大
永
二
年
十
月

-1-



伊
作
よ
り
鹿
児
島
止
御
越
被
遊
候
而
当
城
二
被
成
御
座
、
勝
久
公
御
事
ハ
翌
年
四
月
伊
作
rI

被

遊
御
隠
居
候
、
然
処
同
年
五
月
十
五
日
夜
貴
久
公
難
を
御
避
被
遊
候
血
潜
二
当
城
を
御
忍
出
上

下
八
人
二
而
小
野
村
ふ
御
動
座
被
遊
候
而
夫
よ
り
如
田
布
施
御
帰
被
遊
候
、
六
月
廿
一
日
勝
久
公

鹿
児
島
正
御
帰
被
遊
、
再
守
護
職
二
御
立
被
遊
候
得
共
、
遂
ニ
ハ
為
賊
臣
御
没
落
被
遊
候
」

と
あ
る
。

清
水
城
の
居
館
は
後
に
島
津
家
の
祈
願
寺
大
乗
院
が
建
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
現
在
は
清
水
中
学
校
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
①

天
文
四
年

(
-
h
a
)

勝
久
の
没
落
後
、
空
城
と
な
っ
て
い
た
が
、
天
文
十
九
年

(
h
o
h
)

貴

久
が
三
州
守
護
と
し
て
鹿
児
島
を
治
所
と
し
た
際
、
そ
こ
は
見
捨
て
ら
れ
梢
木
川
を
へ
だ
て
て

南
側
の
小
高
地
が
選
定
さ
れ
た
。
既
に
戦
場
は
鹿
児
島
か
ら
遠
ざ
か
り
、
三
州
経
営
か
ら
九
州

全
域
に
勢
力
圏
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
趨
勢
の
中
で
、
居
城
は
要
害
城
よ
り
も
、
交
通
至
便
、

城
下
町
形
成
に
有
利
な
場
所
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
は
内
城
と
呼
ば
れ
、
の
ち
上
山

城
麓
鶴
丸
城
に
移
転
し
た
跡
に
は
文
之
を
開
山
に
迎
え
た
禅
院
大
龍
寺
が
造
立
さ
れ
た
。
（
現

在
大
龍
小
学
校
敷
地
）
、
絵
図
の
注
記
に
は
「
此
地
ハ
本
御
内
御
屋
形
之
跡
也
、
[
[
〗
国
い

天
文
十
九
年
大
中
公
伊
巣
院
よ
り
初
rm
鹿
児
島
心
御
移
被
遊
此
地
二
被
成
御
座
俣
、
龍
伯
公
―
-

も
此
地
へ
被
遊
御
座
、
文
緑
四
年
初
冬
中
納
言
様
へ
御
譲
被
遊
、
龍
伯
公
ハ
国
分
へ
被
遊
御
移

候
、
慶
長
七
年
冬
中
納
言
様
当
城
4

御
移
被
遊
候
跡
当
寺
御
建
立
被
仰
付
候
、
開
山
文
之
和
尚

ナ
リ
」
と
あ
る
。
⑤

山
鹿
児
島
県
史
料
『
旧
記
雑
録
]
前
編
巻
一
、
以
ド
と
く
に
こ
と
わ
ら
ぬ
限
り
本
文
引
用
、
又
は
典
拠
史
料
は
同
本
に

よ
る
c

②
鹿
大
史
学
ニ
一
、
拙
稿
宝
里
文
庫
本
、
文
政
五
年
鹿
児
島
城
絵
図
に
つ
い
て
」
の
史
料
紹
介
が
あ
る
。

③
束
福
寺
城
に
つ
い
て
は
鹿
児
島
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
2
集
、
拙
稿
「
東
福
寺
城
」
参
照
。

④
清
水
城
に
つ
い
て
は
同
3
焦
、
拙
稿
「
清
水
城
跡
」
参
照
。

⑤
内
城
に
つ
い
て
は
鹿
児
島
巾
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
苔
山
『
大
龍
遺
跡
」
所
収
、
拙
稿
「
内
城
（
大
龍
寺
）
跡

に
つ
い
て
」
参
照
。

二
、
上
山
城
と
鶴
丸
城

中
世
の
卜
山
城
と
は
ほ
ぼ
現
在
の
城
山
に
当
ろ
う
。
前
掲
文
政
五
年
の
城
絵
図
の
注
記
に
は

「
上
山
城
ハ
昔
上
山
氏
の
住
城
也
、

□

5

バ

t
S
I
[
□

1

へ
r
]
名
正
平
年
中
ニ
ハ
上
山
ノ
後

家
尼
筑
前
国
簸
川
二
罷
居
候
Iic

致
掛
持
居
候
処
、
向
島
，
罷
居
候
上
山
右
衛
門
五
郎
，
壌
与
候

正
平
七
年
閏
―
一
月
、
同
十
二
年
二
月
ノ
譲
状
ア
リ
、
此
時
四
至
境
東
南
ハ
街
道
を
境
、
西
ハ
川

ヲ
境
、
北
ハ
夏
陰
山
、
四
郎
力
坂
、
冷
水
ヲ
限
ト
ア
リ
、
一
、
天
文
四
年
十
月
勝
久
公
鹿
児
島

御
没
落
以
後
出
水
之
島
津
八
郎
左
衛
門
附
実
久
鹿
児
島
へ
打
入
、
守
護
之
振
舞
卜
相
見
得
候
即

、
貴
久
公
御
家
老
伊
集
院
大
和
守
忠
聞
入
道
孤
舟

t
ノ
山
城
を
取
候
巾
自
身
罷
移
、
当
地
之
地

頭
と
し
て
在
城
候
、
一
、
同
八
年
三
月
紫
原
合
戦
之
時
、
貴
久
公
当
城
心
御
発
足
被
遊
候
iJI

於

紫
原
実
久
力
余
党
谷
山
之
勢
と
御
一
戦
被
遊
候
、
御
勝
利
一
巾
谷
山
御
手
1

一
入
候
一
と
あ
り
、

馬
乗
馬
場
、
本
馬
乗
馬
場
を
掲
げ
た
箇
所
に
「
天
正
十
九
年
八
月
上
山
城
ノ
ロ
鍬
初
、
川
田

駿
河
人
道
卜
旧
記
ニ
ア
I
J
]

と
記
し
、
同
城
の
西
方
山
つ
づ
き
に
は
「
御
城
山
h

ぃ
叶
ノ
内
」

と
し
て
、
「
一
、
暦
応
四
年
五
月
廿
三
日
夜
南
方
凶
徒
鮫
島
彦
次
郎
入
道
蓮
道
か
党
谷
峯
城
ri

[

汎

□

馳
集
候
lfn

上
山
城
を
可
切
取
之
由
聞
得
有
之
候
故
、
道
鑑
公
御
自
身
当
城
ょ
被
馳
向
、

此
城
被
取
候

9
合
戦
之
前
途
を
失
い
一
期
浮
沈
た
る
へ
＜
候
間
、
一
族
相
催
不
移
時
刻
馳
越
候

様
比
志
島
彦
一
［
被
下
候
」
と
あ
る
。

ま
た
「
慶
長
十
五
年
家
久
公
よ
り
伊
勢
貞
昌
御
使
を
以
日
隧
止
被
差
越
、
島
津
下
総
守
常
久

［
被
仰
聞
趣
ハ
太
守
様
ハ
山
下
A

被
成
御
座
候
間
、
上
ノ
山
城
御
預
被
成
候
旨
被
仰
聞
一
付
、

同
年
夏
上
ノ
山
ー
罷
移
家
居
等
出
来
之
上
、
八
月
よ
り
罷
移
、
同
十
八
年
十
月
妻
子
引
越
上
ノ

山
城
L

罷
在
候
、
」
と
あ
る
。
即
ち
中
世
の
山
城
と
し
て
上
山
城
が
あ
り
、
そ
の
麓
に
城
郭
、

城
館
を
設
営
す
る
場
合
、
そ
の
一
体
性
、
関
連
性
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
内
城
か
ら
上
山
城
下
へ
の
居
城
の
移
転
の
時
期
は
天
正
十
五
年
（
い
旦
）
の

豊
臣
秀
吉
の
薩
摩
入
り
、
義
久
の
出
家
降
服
以
降
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
、
義
弘
、
家
久
の
従
軍

、
文
緑
検
地
、
秀
吉
没
後
の
撤
兵
、
慶
長
四
年
（
い

□

）
の
伊
集
院
幸
侃
誅
殺
、
庄
内
の
乱
、

同
五
年

(
:
O
t
s
)

の
関
ヶ
原
の
戦
等
々
目
ま
ぐ
る
し
い
政
治
事
件
の
連
続
の
中
で
、
義
久
、
義

弘
、
家
久
の
親
子
、
兄
弟
、
叔
父
、
舅
婿
関
係
と
家
督
祖
続
、
国
内
統
治
、
対
外
交
渉
の
方

針
を
め
ぐ
る
家
臣
団
を
ふ
く
め
て
の
協
力
と
対
立
関
係
が
微
妙
に
影
響
す
る
極
度
こ
緊
張
し
た

時
期
で
あ
り
、
居
城
の
決
定
は
島
津
家
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
の
―
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
問
に
あ
っ
て
家
督
を
相
続
し
た
家
久
は
上
山
城
の
修
補
と
併
せ
て
山
麓
に
居
館
並
び
に

家
臣
の
屋
敷
の
縄
引
を
は
じ
め
、
新
時
代
に
即
応
し
た
居
城
と
城
下
町
の
建
設
に
と
り
か
か
っ

た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
中
世
の
上
山
城
を
取
り
こ
ん
で
軍
事
上
の
配
慮
を
す
る
と
共
に
そ
の
山
麓
を
も
城

地
と
し
て
、
城
郭
、
城
縮
並
び
に
役
座
、
武
家
屡
敷
、
波
戸
等
の
施
設
を
整
備
し
、
領
内
統
冶

の
進
展
を
は
か
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
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「
経
兼
日
記
』
慶
長
六
年
(
:
ハ
）
一
月
十
七
日
条
に
「
御
前
上
之
山
へ
御
出
、
諸
侍
屋
敷

盛
被
御
覧
せ
、
其
よ
り
遠
矢
な
と
被
遊
候
」
と
あ
り
、
翌
十
八
日
条
に
「
此
日
上
之
山
之
御
善

請
初
り
候
」
と
あ
り
、
以
後
壌
々
普
請
場
へ
出
向
の
記
事
の
あ
る
こ
と
は
新
城
建
設
の
開
始
を

思
わ
せ
る
。
11

こ
の
年
は
関
ヶ
原
合
戦
の
翌
年
で
平
佐
、
蒲
生
等
諸
城
の
修
築
も
行
わ
れ
て
い

る
の
で
、
防
衛
上
の
配
應
も
あ
り
い
ち
早
く
取
り
か
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
見
聞
秘
記
」
に
よ
れ
ば
「
当
御
屋
敷
ハ
慶
長
七
年
御
縄
張
に
て
同
九
年
甲
辰
三
月
御
移
徒

、
二
月
迄
ハ
本
御
内
城
へ
被
遊
御
座
候
」
と
あ
り
、
慶
長
七
年
の
着
手
、
九
年
の
移
住
と
な
っ

て
い
る
。
着
工
の
年
時
に
些
少
の
相
違
は
あ
る
が
、
関
ヶ
原
戦
後
程
な
く
始
っ
た
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
121

当
然
義
久
、
義
弘
の
関
心
も
深
く
、
工
事
の
進
捗
状
況
を
気
に
か
け
て
お
り
、

義
弘
は
実
戦
の
体
験
か
ら
新
城
の
プ
ラ
ン
に
懸
念
の
意
を
表
し
、
同
城
を
捨
て
、
む
し
ろ
要
害

城
で
あ
る
東
揺
寺
城
を
修
築
し
、
清
水
城
と
セ
ソ
ト
で
奥
の
深
い
軍
事
的
に
勝
れ
た
居
城
を
営

む
べ
き
だ
と
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
③

左
記
慶
長
七
年
七
月
十
六
日
付
の
義
弘
よ
り
家
久
宛
の
書
状
は
懇
切
を
き
わ
め
る
。

、
、
、
、
、
、
、

「
今
度
上
之
山
の
城
普
請
之
様
子
見
中
候
付
印
存
分
共
候
侭
兵
部
少
輔
へ
具
中
含
仕
合
次

第
可
申
達
之
通
申
ぎ
か
せ
候
キ
、
定
可
有
御
聞
候
、
乍
不
中
能
々
御
思
案
候
て
以
来
之
儀

と
も
を
分
別
あ
る
へ
＜
候
、

、
、
、
、
、
、
、

一
う
へ
の
山
の
様
子
我
等
見
申
分
者
い
か
ほ
と
せ
い
を
入
ら
れ
候
共
御
存
分
に
は
可
難
成
と

存
候
、

一
時
分
柄
諸
待
屋
敷
移
な
と
、
候
て
も
其
身
大
形
な
ら
ぬ
儀
共
に
て
候
、
諸
侍
私
之
普
請
を

専
二
仕
條
者
公
儀
之
御
苦
請
者
可
難
調
候
、
屋
形
迄
を
前
二
御
う
つ
し
候
て
も
兄
か
け
い

か
こ
敷
存
候
、
又
諸
待
御
供
申
一
度
二
可
罷
移
事
候
ハ
と
て
も
急
二
可
難
成
候
敗
ゞ

一
諸
待
犀
敷
之
地
あ
ま
り
海
近
過
候
、
先
年
寝
占
よ
り
兵
船
参
候
巾
既
い
ま
の
屋
形
二
矢
を

射
籠
候
、

一
龍
伯
様
鹿
児
島
へ
無
御
移
二
付
而
も
清
水
へ
御
移
候
ヘ
ハ
第
一
諸
口
つ
ま
り
候
間
、
向
後

之
御
き
つ
か
い
あ
る
ま
し
き
と
存
候
、

一
以
前
我
等
も
鹿
児
島
へ
罷
移
な
と
、
候
て
屋
形
を
見
セ
候
時
も
清
水
之
事
ハ
一
段
可
然
在

所
之
由
も
り
は
か
せ
申
候
、

一
万
一
被
仰
出
候
者
其
こ
と
く
首
尼
な
き
事
無
念
な
る
な
と
、
申
人
も
多
分
在
之
物
に
て
候

、
尤
さ
や
う
二
あ
る
へ
き
事
共
に
て
候
、
乍
去
物
二
よ
り
悪
を
ハ
い
く
度
も
改
ら
れ
候
事

、
往
昔
以
米
在
之
事
二
候
、
殊
更
或
屋
形
を
過
半
被
造
俣
、
或
者
諸
待
之
家
居
等
を
も
仕
廻
埃

な
と
、
申
二
者
各
別
之
事
に
て
候
間
其
遠
慮
も
有
間
敷
事
と
存
候
、
勿
輪
相
捨
俣
へ
と
中

儀
に
て
ハ
無
之
條
、
上
之
山
の
城
者
出
城
二
さ
せ
ら
れ
餌
て
当
分
も
似
合
之
人
衆
召
移
さ

れ
、
ぜ
ん
／
＼
二
御
普
請
可
被
仰
付
候
、
左
俣

rm
清
水
之
事
者
犀
形
之
地
二
さ
せ
ら
れ
、

東
福
之
城
を
居
城
二
取
構
候
て
可
有
如
何
候
哉
、
此
儀
御
同
心
お
い
て
ハ
龍
伯
様
へ
御
談

、
、
、
、

合
申
、
龍
伯
様
御
指
南
二
よ
り
う
へ
の
山
移
之
儀
相
違
之
や
う
二
候
て
可
然
候
ハ
ん
哉
、

又
そ
れ
迄
二
も
及
は
す
、
貴
所
為
分
別
清
水
へ
可
被
相
定
候
哉
、
誠
右
之
段
々
之
申
事
あ

ま
り
指
出
過
た
る
儀
共
他
之
存
へ
き
所
も
い
か
：
敷
候
へ
共
、
任
無
御
等
閑
存
寄
所
之
内

證
申
入
事
二
候
、
い
つ
れ
共
功
者
之
人
々
を
被
食
寄
右
之
両
所
之
儀
を
御
見
せ
限
て
増
た
る

と
可
申
方
を
可
被
仰
付
事
尤
二
候
、
と
か
く
御
分
別
ニ
ハ
過
ま
し
く
候
、
御
返
事
承
度
候

、
恐
々
謹
言
1

し
か
し
家
久
は
自
説
を
変
え
ず
、
枯
り
強
く
工
事
を
進
め
、
慶
長
末
年
ご
ろ
よ
う
や
く
一
応

の
完
成
を
み
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
城
の
楼
門
前
の
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
た
の
は

慶
長
十
一
年
（
。
こ
六
月
六
日
の
こ
と
で
あ
り
、
同
年
と
推
定
さ
れ
る
五
月
一
日
付
の
義
弘

よ
り
家
久
宛
の
書
状
に
、
書
院
や
数
寄
屋
が
出
来
た
そ
う
だ
が
雨
が
あ
が
っ
た
ら
行
っ
て
み
よ

う
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
な
お
営
作
の
進
行
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
し
、
41

「旧

記
雑
録
後
編
』
六
九
所
収
の
伊
地
知
国
防
守
重
康
の
「
慶
長
十
八
年
日
記
」
に
も
城
普
請
の
記

事
が
毎
日
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
長
期
間
に
及
ぶ
大
工
事
で
あ
っ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
元
和
元
年
（
い
）
六
月
幕
府
よ
り
一
国
一
城
令
が
出
さ
れ
、
分

国
中
居
城
以
外
の
破
却
が
示
達
さ
れ
て
い
る
。
山
麓
の
城
郭
、
城
館
の
建
設
と
密
接
な
関
係
の

下
で
修
築
さ
れ
た
山
上
の
上
山
城
も
慶
長
十
九
年
（
一
叩
）
城
主
島
津
常
久
の
死
後
は
廃
城
と

な
り
、
施
設
も
最
小
限
の
番
小
屋
を
残
す
形
に
切
り
か
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
『
旧
典
抜
書
]
人
‘
宝
暦
六
年

(

h

心
）
十
二
月
条
に
は
、

「
御
城
山
中
心
番
所
壱
ヶ
所
被
建
溢
娯
由
緒
当
座
A

不
相
知
候
、
然
共
島
津
出
雲
先
祖
島
津
下

総
常
久
日
羅
ふ
被
罷
居
候
処
、
慶
長
十
五
年
従
家
久
公
伊
勢
兵
部
貞
昌
御
使
―

rm
家
久
公
一

者
山
下
心
被
成
御
座
候
間
、
下
総
事
上
之
山
御
城
げ
被
移
御
城
中
警
固
可
仕
旨
被
仰
付
、
同

、
、
、
、
、

十
七
年
十
月
上
之
山
作
事
相
済
、
ド
総
被
罷
移
、
家
久
公
度
々
御
光
儀
被
遊
候
、
左
候

rm
被

移
候
為
御
祝
儀
、
自
家
久
公
比
志
島
紀
伊
国
貞
、
伊
勢
貞
昌
御
使
二

rfn

御
鑓
拾
本
、
御
弓
拾
張

、
御
鉄
抱
拾
丁
下
総
J

拝
領
、
弟
子
丸
越
後
御
使
而
御
折
一
合
、
御
樽
一
荷
下
総
内
d

被
下

條
、
下
総
事
三
ヶ
年
在
番
―

rfn

同
十
九
年
五
月
、
於
上
之
山
被
相
果
候
旨
出
雲
家
譜
二
相
見

得
候
、
下
総
被
下
置
候
場
所
当
分
霊
符
堂
被
建
置
候
辺
と
申
伝
候
由
、
出
雲
家
よ
り
被
申
出
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候
、
当
分
之
番
所
場
所
も
相
替
、
且
誰
様
御
代
何
様
之
訳
を
以
被
相
建
候
儀
相
知
不
申
候
得

共
、
家
久
公
御
代
当
節
御
城
初
而
御
取
建
被
遊
、
上
之
山
之
儀
肝
要
之
場
所
と
思
召
、
下

総
事
御
身
近
御
間
柄
之
故
を
以
御
城
為
警
固
被
召
移
置
筋
候
得
者
、
下
総
被
果
御
番
引
取

二
相
成
候
而
も
為
締
当
分
之
番
所
為
被
立
置
儀
一
而
者
有
之
間
敷
哉
云
々
」

と
あ
り
、
終
り
に
四
敷
二
間
の
「
御
城
山
中
番
所
差
図
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
151

常
久
拝
領
の
地
跡
と
さ
れ
る
山
腹
の
霊
符
堂
に
つ
い
て
は
『
列
朝
制
度
」
一
―
―
-
、
霊
符
祭
、

「
明
和
九
巳
四
月
、
曾
山
文
助
御
当
地
諸
郷
へ
災
難
除
之
札
配
り
方
願
書
之
内
」
の
別
紙
に
次

の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。
161

「
御
城
地
へ
、
霊
符
堂
被
遊
御
建
立
候
訳
は
、
御
先
祖
中
納
言
様
御
代
、
御
城
地
之
吉
凶
を

黄
友
賢
被
申
唐
人
辻
被
為
成
御
占
候
処
、
鶴
丸
山
之
御
城
は
、
四
神
相
応
之
御
城
地
二
て
、

成
程
万
事
宜
御
座
候
へ
ど
も
、
一
ツ
之
障
御
座
候
、
火
難
之
御
城
成
由
申
上
候
、
然
処
、
火

難
消
除
之
法
は
無
之
哉
と
御
尋
候
、
其
儀
は
、
当
上
へ
被
仰
遺
、
霊
符
尊
神
之
御
本
尊
、
御

安
置
被
遊
候
ハ
バ
、
火
災
は
自
然
と
無
御
座
筈
と
申
上
候
付
、
御
本
丸
相
立
、
則
唐
土
へ
被

仰
遺
、
霊
符
尊
神
之
御
本
尊
御
求
被
遊
、
御
城
山
へ
為
被
遊
御
安
置
事
二
候
、
左
候
て
光
久

公
御
代
二
罷
成
、
殊
更
御
信
仰
之
余
り
御
下
屋
敷
へ
御
隠
居
被
遊
即
二
も
、
右
御
本
尊
御
下

屋
敷
へ
御
置
被
遊
候
て
、
朝
暮
御
勤
行
為
被
遊
由
候
、
其
時
節
御
本
丸
御
焼
失
と
承
候
、
然

共
、
御
下
屋
敷
に
は
一
向
火
相
掛
不
申
、
」

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
現
在
の
城
山
を
江
戸
中
期
以
前
よ
り
嘉
祥
名
で
鶴
丸
山
の
城
と
よ
ん

で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
城
地
と
し
て
は
火
難
の
相
が
あ
る
と
の
黄
友
賢
の
見
立
で
霊
符

堂
が
建
て
ら
れ
●
光
久
は
そ
の
本
尊
を
下
屋
敷
に
祀
っ
て
い
た
た
め
、
元
條
の
大
火
で
本
丸
は

炎
上
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
下
屋
敷
は
全
く
無
被
害
で
あ
っ
た
と
い
う
。

元
緑
の
大
火
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
こ
に
中
世
の
上
山
城
所
在
の
城
山
は
近
世
中
頃

に
は
鶴
丸
山
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
近
世
初
頭
山
麓
の
城
郭
、
城
館
を
併
せ
て
上

山
城
と
よ
ん
で
い
た
の
が
、
や
が
て
鶴
丸
城
の
通
称
に
推
移
し
て
行
く
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

m

①
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
玉
里
文
庫
本
。
『
鹿
児
島
市
史

j
m史
料
編
に
全
文
収
録
。
な
お
鹿
児
島
城
変
遷
の

記
述
は
「
鹿
児
島
の
お
い
た
ち
j

、
「
鹿
児
島
市
史
j

等
に
も
詳
し
い
。

②
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
玉
里
文
庫
本
。
な
お
「
旧
記
雑
録
追
録
l

―
ー
ニ
六

0
一
号
、
林
甚
五
兵
衛
尉
の
「
御

城
御
類
火
之
覚
書
」
に
「
夜
あ
け
時
に
御
城
迄
に
焼
と
ま
り
申
候
、
御
城
内
の
役
所
皆
々
焼
申
候
、
（
略
）
御
城

ハ
九
十
六
年
め
に
焼
申
候
由
承
候
」
と
あ
る
か
ら
、
元
緑
九
年
よ
り
逆
算
し
て
九
十
六
年
前
は
慶
長
六
年
と
な
り
、

鹿
児
島
城
造
作
の
は
じ
め
を
そ
の
こ
ろ
と
す
る
説
は
当
時
既
に
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

③
鹿
児
島
県
史
料
「
旧
記
雑
録
後
編
j

巻一
1

一
以
降
に
こ
の
間
の
史
料
が
多
く
収
録
さ
れ
る
。

④
慶
長
十
一
年
と
推
定
さ
れ
る
五
月
一
日
付
の
義
弘
よ
り
家
久
宛
の
書
状
（
「
旧
記
雑
録
後
編
j

六

0
)
に
「
鹿
児
島

書
院
井
数
寄
屋
之
事
材
木
之
木
作
過
半
出
来
た
る
と
見
得
候
、
雨
晴
候
ハ
、
立
可
申
候
、
我
等
罷
越
見
娼
可
申
俣
、
風

呂
之
儀
ハ
未
企
無
之
候
、
幾
度
申
候
jfj
も
路
地
の
松
見
事
成
体
無
双
儀
候
、
然
ハ
当
分
其
元
路
地
二
少
為
替
事
有
之

由
承
娯
間
、
是
又
後
便
二
様
子
可
被
仰
下
候
」
と
あ
る
。
ま
た
慶
長
十
一
年
と
比
定
さ
れ
る
六
月
五
日
の
義
弘
の
家

久
宛
書
状
（
同
）
に
「
一
か
こ
し
ま
御
内
前
之
橋
も
明
日
六

H
よ
り
渡
被
申
候
、

早
々
出
来
可
申
候
」
と
あ
る
。

一
書
院
も
急
度
可
立
之
由
候
条
定

⑤
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
玉
里
文
庫
本
。

⑥
「
藩
法
集
鹿
児
島
藩
j

所
収
。

⑦
こ
こ
で
上
山
城
と
鶴
丸
城
に
関
す
る
二
、
三
の
私
見
を
蛇
足
乍
ら
要
約
し
て
記
し
て
お
こ
う
。

一
、
鶴
丸
城
の
称
呼
は
一
般
的
に
城
山
麓
の
屋
形
城
を
さ
す
。
上
山
城
の
称
呼
は
ぱ
じ
め
屋
形
部
分
も
含
ん
で
い
た

が
後
に
は
城
山
部
分
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
、
鶴
丸
城
の
呼
称
は
通
称
で
あ
っ
て
公
称
で
は
な
い
。
正
式
に
は
鹿
児
島
城
、
他
に
屋
形
か
御
内
等
と
呼
ば
れ
た
。

内
城
を
本
御
内
と
い
う
の
は
も
と
の
御
内
の
意
で
あ
る
。

三
、
鹿
児
島
城
は
天
守
閣
等
の
な
い
比
較
的
簡
単
な
屋
形
造
り
の
城
で
あ
る
が
、
す
で
に
内
城
で
前
例
は
開
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
よ
り
は
規
模
も
大
き
く
城
山
を
背
に
し
て
お
り
戦
時
の
際
の
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
鎌
倉
時
代

は
じ
め
か
ら
一
貫
し
て
島
津
氏
の
支
配

F
に
あ
っ
た
領
国
内
の
居
城
で
あ
る
か
ら
と
く
に
領
内
に
権
勢
を
誇
示
す

る
必
要
も
な
く
、
且
つ
領
国
内
に
は
外
城
が
多
数
存
在
す
る
の
で
む
し
ろ
要
害
城
と
し
て
の
配
慮
よ
り
、
領
内
統

治
、
城
下
町
形
成
、
交
通
貿
易
等
へ
の
配
慮
の
方
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
右
に
加
え
て
近
世
初
頭
よ
り
藩
財
政
が
逼
迫
し
て
い
た
か
ら
資
金
節
約
の
意
味
か
ら
も
簡
単
な
作
事
で
す
ま
す

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
築
城
以
後
間
も
な
く
幕
府
の
統
制
が
厳
し
く
な
っ
た
か
ら
当
初
の
規
模

に
拘
束
さ
れ
た
一
面
も
あ
ろ
う
。

三
、
城
郭
と
城
館

さ
て
慶
長
六
・
七
年
頃
よ
り
城
山
麓
に
造
成
の
は
じ
め
ら
れ
た
鹿
児
島
城
が
一
応
体
裁
を
整

え
た
の
は
慶
長
末
年
頃
と
し
て
も
、
な
お
増
築
、
補
修
は
元
和
、
寛
永
年
間
に
か
け
て
も
つ
づ

け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
間
寛
永
十
三
年

(

3
家
久
は
国
分
に
新
城
を
構
え
て
子
の
光
久
を
居
住
さ
せ
よ
う
と
企

て
幕
府
の
許
可
の
も
と
に
多
少
工
事
に
と
り
か
、
つ
て
い
る
。
家
久
は
翌
年
病
死
し
た
た
め
、

世
嗣
移
城
の
叶
画
は
実
現
を
み
な
か
っ
た
が
、
国
分
の
城
館
は
以
後
鹿
児
島
城
の
控
の
城
と
し

て
特
別
視
さ
れ
、
幕
末
に
は
鹿
児
島
城
移
転
の
候
補
と
し
て
屡
々
取
沙
汰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
寛
永
年
間
、
既
に
鹿
児
島
城
築
造
以
来
早
い
と
こ
ろ
で
は
三
十
余
年
を
経
過
し
、
殿
舎
の

腐
損
も
進
行
し
は
じ
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
次
の
史
料
に
よ
っ
て
も
う
か
が

い
知
ら
れ
よ
う
。

Ill

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
鹿
児
島
御
屋
敷
之
御
殿
悉
古
罷
成
、
虫
付
候
間
、
新
可
被
成
御
立
替
由
三
郎
左
衛
門
尉
殿

、
善
兵
衛
尉
殿
へ
申
直
候
、
城
普
譜
ニ
ハ
相
替
候
間
被
聞
召
置
由
候
、
其
次
二
国
府
之
御
城

、
黄
門
様
御
存
生
之
内
二
薩
州
様
移
被
成
度
候
由
酒
井
讃
岐
守
殿
を
以
被
成
御
申
候
、
其
刻

先
城
戸
二
重
ツ
こ
可
被
立
置
由
被
仰
上
候
故
、
城
戸
二
重
之
道
具
取
せ
候
而
国
分
へ
召
置
候

、
是
も
世
間
よ
り
い
か
よ
う
二
か
可
申
候
間
可
被
聞
召
置
由
申
上
潰
候
、
」

こ
れ
は
寛
永
十
六
年
(
-
―
-
5
)

八
月
十
五
日
、
国
家
老
川
上
久
国
よ
り
江
戸
家
老
伊
勢
貞
昌

宛
書
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
在
江
戸
の
伊
勢
貞
昌
よ
り
国
元
の
町
田
勘
解
由
長
官
、
頴
娃
左

馬
助
宛
の
同
年
十
月
十
八
日
付
書
状
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
121

「
猶
以
石
か
き
之
絵
図
被
仰
付
候
付
、
若
く
つ
れ
か
A

り
候
所
を
餘
ひ
ろ
く
共
絵
図
二
出

申
候
て
、
若
御
目
付
之
衆
見
出
る
や
う
に
も
申
候
ヘ
ハ
に
て
御
座
候
間
、
其
御
念
遺
肝
要

御
座
候
、
御
屋
作
も
と
か
く
国
府
へ
後
日
御
移
之
儀
候
間
、
先
大
か
た
二
被
遊
御
尤
た
る

ヘ
く
候
哉
、
将
又
右
之
条
々
野
州
同
前
二
讃
岐
守
殿
へ
参
て
申
入
候
、
以
上
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（略）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
鹿
児
島
之
御
座
所
之
御
殿
殊
外
ふ
り
申
候
間
、
新
敷
御
作
事
被
仰
付
度
候
‘
此
段
も
可
相

伺
申
旨
被
仰
下
候
条
、
是
も
先
讃
岐
守
殿
へ
得
御
意
候
ヘ
ハ
御
屋
作
は
い
か
ほ
と
被
成
候

而
も
不
苦
由
被
仰
候
事

一
石
垣
く
つ
れ
か
か
り
候
、
ヶ
様
な
る
を
も
被
築
直
度
候
、
如
何
可
有
御
座
哉
と
得
御
意
候

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

処
、
新
儀
二
共
普
請
被
仰
付
儀
者
罷
成
間
敷
候
、
も
と
の
石
垣
か
き
く
つ
れ
候
を
被
為
築

、
、
、
、

儀
に
て
候
ハ
上
不
苦
候
条
、
絵
図
を
被
成
候
ハ
上
御
老
中
へ
可
被
仰
談
之
由
御
座
候
間
、

念
之
た
め
と
存
讃
岐
守
殿
以
御
取
成
、
国
府
城
を
拝
領
候
面
彼
地
へ
可
被
罷
移
二
相
定
候

処
、
鹿
児
島
之
居
所
之
石
垣
そ
こ
ね
候
と
て
可
致
善
請
由
御
年
寄
衆
へ
被
申
入
、
如
何
可

有
御
座
候
や
と
申
候
へ
と
も
、
少
も
く
る
し
か
る
ま
し
き
由
候
、
定
国
府
へ
御
移
候
共
此

中
鹿
児
島
之
御
屋
敷
は
其
侭
に
て
可
被
召
謳
か
と
承
候
間
、
左
様
こ
そ
可
有
御
座
由
申
入

候
、
石
垣
之
絵
図
御
上
候
時
御
年
寄
衆
へ
被
進
候
御
書
者
可
致
進
上
と
存
、
先
今
度
参
候
御

書
は
其
侭
召
置
、
重
而
者
御
判
紙
を
被
下
候
ハ
、
於
此
方
可
相
調
可
申
候
、
此
等
之
旨
可

然
之
様
可
預
御
被
露
候
、
恐
々
謹
言
1

こ
れ
に
よ
れ
ば
元
和
の
一
国
一
城
令
以
後
、
城
の
修
築
に
は
各
大
名
と
も
気
を
遺
い
、
参
勤

交
代
制
の
実
施
や
島
原
の
乱
後
の
一
段
と
強
化
さ
れ
た
幕
藩
体
制
の
確
立
の
動
き
の
中
で
藩
重

臣
が
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

鹿
児
島
城
の
場
合
、
国
分
新
城
の
築
営
と
は
別
に
、
殿
舎
の
立
替
え
造
作
に
つ
い
て
は
認
め

ら
れ
て
お
り
、
石
垣
の
修
補
も
旧
状
を
復
す
る
場
合
は
問
題
は
な
い
が
、
新
儀
の
普
請
に
つ
い

て
は
堅
く
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
石
垣
、
堀
の
工
事
に
つ
い
て
は
絵
図
を

提
出
し
て
そ
の
補
修
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
現
在
の
鹿
児
島
城
跡
の
石
垣
、

堀
等
の
基
本
線
は
ほ
ぼ
創
建
当
時
以
来
の
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

寛
永
二
十
一
年
（
正
竺
十
二
月
、
幕
府
は
城
絵
図
の
提
出
を
命
じ
て
い
る
が
、
そ
の
指
示

は
「
一
城
之
絵
図
之
事
、
一
本
、
二
、
三
丸
間
数
之
事
、
一
堀
之
ふ
か
さ
ひ
ろ
さ
の
事
、
一
天

守
之
事
、
一
惣
曲
輪
、
堀
ひ
ろ
さ
ふ
か
さ
の
事
、
一
城
よ
り
地
形
高
所
有
之
者
、
高
所
之
城
と

の
あ
ひ
た
間
数
書
付
之
事
、
但
惣
構
よ
り
外
二
高
所
有
之
共
書
付
之
事
」
等
具
体
的
で
あ
る
。
131

こ
れ
に
よ
り
作
成
提
出
さ
れ
た
絵
図
が
所
謂
正
保
の
城
絵
図
で
あ
り
、
現
在
国
立
公
文
書
館

に
は
全
国
諸
大
名
提
出
分
の
約
半
数
が
現
存
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
鹿
児
島
城
の
分
は
伝

存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
他
の
例
か
ら
み
て
詳
細
な
絵
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
城
郭
の

規
模
が
そ
れ
以
後
基
本
的
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
わ
る
。
141

鹿
児
島
城
も
そ
の
後
石
垣
の
修
覆
等
細
部
に
つ
い
て
一
々
申
請
し
幕
府
の
許
可
を
得
て
い
る

こ
と
が
次
の
老
中
連
署
奉
書
に
よ
っ
て
た
し
か
め
ら
れ
る
。
151

「

以

上

御
札
令
拝
見
候
、
鹿
児
島
城
南
之
方
石
垣
弐
ヶ
所
破
損
付
而
修
復
有
之
度
由
絵
図
之
通
得

松
平
大
隅
守
殿

「
鹿
児
島
城
居
所
之
堀
三
ヶ
所
井
侍
屋
敷
廻
之
堀
弐
ヶ
所
埋
候
付
而
被
浚
之
度
由
、
絵
図
之

通
得
其
意
候
、
如
元
可
有
普
請
候
、
恐
々
謹
言
、

寛
文
八
年六
月
十
八
日

七
月
十
日

其
意
候
、
如
元
可
有
普
請
候
、
恐
々
謹
言
、

寛
文
四
辰

正
則
判

稲
葉
美
濃
守

久
世
大
和
守
広
之
判

正
則
判

稲
葉
美
濃
守

阿
部
豊
後
守

忠
秋
判

忠
清
判

酒
井
雅
楽
頭
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-----, 

以
上

松
平
大
隅
守
殿

さ
て
本
丸
よ
り
南
、
内
堀
を
へ
だ
て
て
二
丸
が
あ
っ
た
。
『
古
記
j

天
和
―
二
年
（
い
]
こ
＋

一
月
二
十
一
日
条
に
「
二
之
御
丸
立
直
ル
、
島
津
中
務
殿
、
島
津
伊
賀
殿
犀
敷
、
島
津
帯
刀
殿

本
屋
敷
迄
二
之
御
丸
に
成
候

[
i

付
、
地
引
有
之
候
事
」
、
十
二
月
十
七
日
条
に
「
二
之
御
丸
御
作

事
今
日
よ
り
有
之
」
と
あ
り
、
貞
享
元
年
(

[

5

)

正
月
一
一
日
条
に
「
二
之
御
丸
立
直
ル
、
大

工
凡
四
百
余
人
」
と
あ
り
、
同
二
十
四
日
条
に
「
二
之
御
丸
御
営
造
終
ル
」
と
あ
る
。
ま
た
元

腺
三
年
（
い

5

)

八
月
十
四
日
条
に
は
「
御
城
御
門
御
普
請
、
去
冬
よ
り
御
取
付
、
当
夏
中
相

調
候
得
共
、
御
門
御
通
初
無
之
、
今
日
御
門
井
橋
御
通
初
有
之
候
事
」
と
あ
り
、
城
門
普
請
も

行
わ
れ
た
こ
と
を
知
る
。
二
丸
内
に
御
台
所
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
南
に
御
下
屋
敷
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
古
く
御
四
配
屋
敷
と
も
呼
ば
れ
、
当
時
は
隠
居
光
久
が
居
住
、
帰
国
し
た
藩
主
綱
貴

が
見
舞
に
訪
れ
た
り
し
て
い
た
。

元
腺
九
年
（
い
一
n

n

)

四
月
一
一
十
三
日
鹿
児
島
城
本
丸
焼
失
。
二
丸
の
一
部
も
罹
災
し
た
。
『

古
記
」
に
次
の
記
載
が
あ
る
。
⑤

「
夜
八
ッ
時
に
上
町
行
屋
よ
り
出
火
有
之
、
東
風
吹
候
rfn

御
城
風
下
二
而
候
間
（
略
）
左
候

、
、
、
、

処
二
町
田
助
太
夫
殿
所
、
島
津
虎
安
殿
火
飛
付
大
留
よ
り
大
火
飛
米
リ
、
御
番
所
上
箱
む

、
、
、
、
、
、

ね
火
入
、
御
兵
具
所
之
角
二
火
付
、
物
奉
行
所
入
口
之
上
二
火
付
、
小
人
数
水
ハ
無
之
、
精

を
出
し
て
も
無
其
詮
、
一
度
焼
立
申
候
間
、
何
れ
も
あ
ぎ
れ
果
泊
を
な
か
し
、
二
之
丸
打
続

平
長
や
壱
ツ
解
こ
ぼ
し
、
島
津
内
記
殿
、
同
又
七
殿
下
知
二
而
漸
取
留
申
候
、
下
之
火
に
肝

付
主
殿
ま
て
焼
、
金
蔵
二
而
取
消
候
、
島
津
主
計
殿
手
に
て
候
、
以
上
、
横
山
日
記
、
文
政

十
一
年
出
し
置
、
」

こ
れ
に
よ
り
延
焼
系
路
、
罹
災
の
範
囲
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
『
旧
伝
集
』
三
に
「
御
城
へ
は
七
ソ
時
分
火
移
、
夜
明
御
台
所
内
に
も
少
し
焼
中
候
、

御
代
初
て
御
座
候
と
皆
々
中
事
」
と
あ
れ
ば
、
本
丸
に
近
接
し
た
二
丸
内
の
御
台
所
が
一
部
焼

け
、
御
下
屋
敷
は
罹
災
を
免
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
被
災
後
直
ち
に
復
旧
の
対
策
が
た

て
ら
れ
幕
府
に
中
請
が
な
さ
れ
た
。
一
ヵ
月
後
左
記
の
如
く
幕
府
の
許
可
が
お
り
て
い
る
。

m

重
矩
判

板
倉
内
膳
正

数
直
判

土
屋
但
馬
守

広
之
判

久

世

大

和

守

禰

寝

丹

波

清

雄

判

松
平
薩
摩
守
殿

そ
の
経
緯
ぱ
さ
ら
に
次
の
書
状
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
181

「
一
筆
致
啓
達
候
、
今
度
之
火
事
御
本
丸
回
緑
付
而
、
御
普
請
之
儀
大
久
保
加
賀
守
様
II

被

仰
入
候
処
、
御
月
番
江
御
伺
被
成
可
然
之
旨
御
差
図
付
而
、
去
ル
十
三
日
戸
田
山
城
守
様

注
絵
図
御
伺
書
被
差
出
候
処
、
如
元
御
普
請
被
仰
付
候
様
御
奉
書
被
為
成
候
、
依
之
出
火

之
儀
御
注
進
よ
り
始
終
公
儀
ェ
被
仰
上
候
趣
絵
図
1

一
致
裏
書
、
此
方
ヘ
一
通
、
其
老
江
一

通
可
遣
之
由
御
意
二
付
而
、
絵
図
之
裏
二
委
細
書
記
差
越
申
候
、
楼
門
井
櫓
、
塀
、
橋
等

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

外
園
之
儀
者
、
如
元
不
被
仰
付
而
不
叶
儀
候
条
、
其
心
得
二
而
材
木
之
用
意
者
無
油
断
可

被
申
付
之
旨
御
意
候
条
可
被
奉
得
其
意
候
、
恐
憧
、

（
元
緑
九
子
）
五
月
廿
八
日

島
津
助
之
函
殿

島
津
縫
殿

種
子
島
蔵
人
殿

肝
付
主
殿
殿

復
旧
作
業
に
つ
い
て
は
、
『
御
治
世
年
表
」
に
「
一
、
御
城
御
普
請
有
之
、
御
普
請
方
中
原
為
兵
衛
、

中
取
隈
元
与
一
右
衛
門
、
惣
大
工
永
田
次
郎
左
衛
門
、
此
次
郎
左
衛
門
老
体
故
、
加
籠
御
免
ニ
テ

往
来
加
籠
昇
被
下
候
]
と
あ
り
、
こ
の
時
の
工
事
担
当
者
の
氏
名
を
知
り
得
る
。
（

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
綱
貴
公
譜
中
」
に
「
先
是
元
腺
九
年
之
初
夏
廃
城
回
緑

袈
雖
然
依
其
事
広
大
漸
修
楼
門
外
郭
、
未
終
其
功
也
、
去
年
以
来
先
経
営
対
面
所
及
広
間
、

是
歳
元
課
十
七
年
二
月
一
―
十
五
日
揮
吉
辰
移
徒
子
本
丸
、
暁
天
綱
貴
出
対
面
所
、
因
旧
規
伊
地

知
5
直
5
5
〗
[
5
げ
重
澄
勤
之
本
田
[
年
＂
[
い
[
家
之
旧
両
家
勤
移
徒
之
儀
式
也
」
と
あ

大
久
保
加
賀
守
忠
朝
判

阿

部

豊

後

守

正

武

判

戸

田

山

城

守

忠

昌

判

士
屋
相
模
守
政
直
判

L.... L— 

絵候薩
図付州
書而鹿
元付 ‘児
緑之右島
九通之城
子得石ヽ下
五其垣ヽ今
月意築度
廿候直出
三‘之火
日如、‘之
元、櫓ヽ節
可、‘‘
有、門ヽ 居ヽ
普、建所ヽ
請ヽ之井
候 ‘櫓ヽ
‘塀ヽ‘
恐 ‘塀ヽ
々橋ヽ‘
謹掛門、
言之‘
‘ ‘橋ヽ
居ヽ等
所ヽ焼
作ヽ失
事ヽ‘
被石、
申垣、
付所
度々
旨焼
‘崩
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ま
た
「
見
聞
秘
記
』
に
は
「
吉
貴
公
御
代
正
徳
年
間
之
頃
、
当
分
の
炉
木
原
に
罷
居
娯
大
身

衆
下
屋
敷
に
被
召
移
候
、
其
節
図
あ
ら
／
＼
左
に
記
候
、
是
ハ
其
時
分
下
町
へ
出
火
有
之
、
風

並
悪
敷
候
得
ハ
御
下
屋
敷
並
御
本
丸
御
用
心
の
為
に
悪
敷
相
見
得
申
誤
故
、
以
思
食
只
今
之
通

松

平

薩

屯

守

使

昌
阿
多
六
郎
右
衛
門

し—

、
、
、
、

り
、
ま
た
光
久
夫
人
陽
和
院
よ
り
綱
貴
宛
の
消
息
に
も
「
国
も
と
本
丸
の
ふ
し
ん
も
た
い
め
ん

（

移

徒

｝

所
、
ひ
ろ
間
出
来
娯
て
―
一
月
廿
五
日
一
一
す
る
／
＼
と
わ
た
ま
し
も
相
す
ミ
申
候
よ
し
、
め
て
た

さ
い
よ
／
＼
め
て
た
き
事
の
ミ
と
い
わ
ゐ
悦
ま
い
ら
せ
候
」
と
あ
り
、
ま
ず
本
丸
の
公
式
行
事

の
建
物
か
ら
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
⑪

ま
た
「
薩
陽
落
穂
集
』
に
は

（

吉

貸

）

「
浄
国
院
様
御
家
督
者
宝
永
元
申
年
に
て
翌
四
年
御
初
入
部
有
之
、
其
以
後
御
役
名
御
改
格

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

相
替
り
候
、
御
城
御
焼
失
以
後
御
作
事
御
対
面
所
、
虎
之
間
、
御
番
頭
詰
所
、
小
番
所
、
大

番
所
迄
出
来
有
之
、
右
之
面
々
迄
本
丸
へ
相
勤
、
御
座
間
、
御
休
息
所
、
奥
向
、
其
外
御
家

老
座
を
籾
、
御
役
所
出
来
無
之
故
‘
御
ド
犀
敷
，
被
遊
御
座
、
御
役
座
等
も
御
下
屋
敷
二
有

之
、
火
事
以
米
俄
に
出
来
之
仮
御
作
事
故
別
ー
手
狭
き
御
作
事
に
て
有
之
候
、
翌
年
御
参
勤

ま
で
被
成
候
故
、
月
次
出
仕
者
不
及
申
、
諸
士
家
督
継
目
初
in

之
御
礼
等
御
ド
屋
敷
於
書
院

｛
綱
責
｝
ヽ
ヽ
ヽ

引
済
申
候
、
且
又
大
玄
院
様
ハ
御
台
所
、
火
事
以
後
者
被
成
御
座
、
是
ハ
尚
又
手
細
き
御
作

事
之
由
承
得
候
」
と
あ
る
。

本
丸
の
作
業
が
完
了
し
た
の
は
宝
永
四
年

(

:

L

)

で
、
焼
失
以
後
復
旧
ま
で
十
年
余
を
経

過
し
て
い
る
。
外
廻
り
は
焼
失
以
前
の
通
り
だ
が
、
郭
内
に
つ
い
て
は
多
少
の
変
改
は
加
え
ら

れ
た
と
忠
わ
れ
る
。

正
徳
三
年
（
一
ご
四
月
、
火
災
発
生
、
再
び
城
内
延
焼
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
。
こ
こ
に

本
丸
―
一
丸
、
御
下
屋
敷
類
焼
の
お
そ
れ
を
除
く
た
め
、
前
面
の
屋
敷
を
取
除
ぎ
空
地
と
す
る
等

思
い
切
っ
た
措
置
を
施
す
こ
と
に
な
っ
た
。
左
の
史
料
も
そ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
⑬

「

口

上

書

松
平
薩
摩
守
城
ド
薩
州
鹿
児
島
、
近
年
度
々
及
大
火
、
殊
当
年
者
両
度
薩
摩
守
居
宅
近
辺

迄
類
焼
仕
餃
、
然
者
薩
摩
守
居
宅
曲
輪
之
外
二
、
前
々
嫡
子
部
屋
栖
之
内
罷
在
候
屋
敷
御

座
候
、
右
園
二
所
々
長
屋
を
附
置
申
候
、
又
者
右
近
辺
二
家
来
共
差
置
候
屋
敷
有
之
、
火

用
心
悪
敷
御
座
候
間
、
此
節
右
長
屋
を
屏
二
相
直
、
右
家
来
共
屋
敷
茂
取
除
、
薩
摩
守
居

宅
ふ
家
作
遠
有
之
候
様
仕
度
候
、
此
段
御
内
意
申
上
度
薩
摩
守
存
候
、
以
上
、

巳
十
二
月

に
被
遊
候
、
御
城
下
に
大
身
衆
結
構
之
屋
作
に
て
被
罷
居
候
節
ハ
当
分
よ
り
も
却
而
見
分
ハ
宜

有
之
候
由
古
老
の
衆
咄
に
て
候
」
と
あ
り
、
付
記
と
し
て
本
丸
、
二
丸
東
側
の
周
辺
略
図
が
載

せ
て
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
本
丸
前
は
御
犬
垣
と
し
、
二
の
丸
前
は
北
か
ら
「
慶
長
年
間
ヨ
リ

正
徳
之
始
ま
て
此
所
に
有
之
、
諸
座
」
つ
い
で
「
喜
入
氏
、
島
津
中
務
殿
、
島
津
市
大
夫
」

と
大
身
衆
の
屋
敷
が
あ
る
。
そ
れ
等
を
移
転
し
空
地
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
地
に

安
永
二
、
三
年
記
録
所
や
演
武
館
、
造
士
館
等
が
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
―
一
丸
御
門
（
明
和
五
年
以
降
矢
来
門
、
現
在
県
立
図
書
館
正
門
）
の
位
置
に
次
の
記
載

を
み
る
。
「
ニ
ノ
丸
御
門
公
儀
へ
被
差
出
置
候
絵
図
に
も
御
門
有
之
候
故
、
此
御
門
ハ
御
壊
之

儀
不
相
成
候
由
也
」
。
即
ち
後
述
の
如
く
天
明
五
年
（
い
江
）
御
下
屋
敷
御
門
が
二
丸
御
門
と

正
式
に
名
称
を
変
更
す
る
ま
で
、
同
門
は
二
丸
御
門
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
以
後
同

門
は
形
状
を
と
っ
て
矢
来
門
と
と
な
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
⑭

そ
の
後
享
保
六
年
(
-
-
↓
二
六
月
の
仰
出
に

「
一
太
守
様
御
方
諸
役
座
共
御
本
丸
ょ
相
直
二
可
申
候
、

一
御
下
屋
敷
者
御
隠
居
御
方
御
作
事
取
掛
可
申
候
、
御
隠
居
御
方
被
仰
付
候
御
役
人
者
、

御
下
屋
敷
長
屋
之
内
iI

当
分
ハ
役
屋
を
建
、
義
岡
右
京
其
外
も
可
相
詰
候
、
笈
元
二
面

之
被
遊
様
二
相
応
致
候
様
可
致
候
、
御
下
屋
敷
御
作
事
出
来
不
申
内
二
而
候
ハ
ヽ
、
御

仮
犀
江
可
被
成
御
座
候
、
磯
方
之
儀
御
隠
居
御
方
lI

被
召
附
候
、
」

と
あ
る
よ
う
に
、
本
丸
、
二
丸
、
御
下
屋
敷
を
合
わ
せ
て
殿
舎
の
作
事
、
役
座
の
移
動
は
適

宜
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑮

享
保
八
年
(
-
―
-
]
）
二
月
に
は
「
御
下
屋
敷
御
庭
普
請
ー
付
、
六
典
諸
士
嫡
子
二
男
三
男
当

分
勤
無
之
者
、
五
月
九

B
よ
り
朝
五
つ
時
罷
出
、
御
門
番
へ
相
断
、
御
門
前
一
＿
差
如
、
御
差
図

次
第
二
相
勤
候
、
一
日
五
十
人
宛
主
取
一
人
、
何
レ
モ
中
帯
ニ
テ
罷
出
相
勤
候
事
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
⑯

ま
た

『
通
達
牒
」
に
左
の
一
例
が
あ
る
。
lIn

「
御
本
丸
溜
之
間
之
儀
、
此
節
鷲
之
間
と
被
改
額
相
懸
候
間
、
向
後
紫
之
間
と
唱
書
付
等
二

も
右
之
通
可
相
記
候
、

（

享

保

十

年

已

）

―

-

月

蔵

人

こ
の
こ
ろ
か
ら
殿
舎
居
間
の
名
称
に
鳥
獣
植
物
の
名
を
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
加
治
木
新
納
家
文
書
中
に
年
末
詳
、
仮
綴
の
「
御
対
面
所
御
襖
杉
戸
絵
目
録
」
と
表

題
の
あ
る
冊
子
が
残
っ
て
い
る
。
内
容
は
本
丸
殿
舎
中
の
杉
戸
、
襖
絵
の
画
題
の
内
容
説
明
及
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び

H
録
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
御
対
面
所
床
、
北
頬
襖
、
東
頬
襖
、
中
段
上
頬
襖
、
北

頬
襖
、
東
頬
襖
、
孝
行
之
間
、
拭
縁
杉
戸
、
束
頬
杉
戸
、
敷
舞
台
杉
戸
、
北
頬
杉
戸
、
檜
垣
之

間
、
梅
之
間
、
麒
麟
之
間
、
虎
之
間
、
東
西
杉
戸
、
獅
子
間
、
波
之
間
、
象
之
間
、
梅
之
間
、

水
仙
之
間
、
鶴
之
間
、
椿
之
間
」
に
画
か
れ
た
中
国
の
故
事
、
花
鳥
の
題
材
を
一
々
掲
げ
て
い

る。
さ
て
城
郭
の
石
垣
、
櫓
、
堀
等
の
築
造
、
修
補
等
に
つ
い
て
は
左
の
如
く
、

「
松
平
大
隅
守
鹿
児
島
居
宅
園
内
二
建
置
候
櫓
二
虫
付
候
而
危
有
之
候
付
解
こ
わ
し
、
損
之

候
材
木
取
替
修
補
仕
、
本
之
通
取
立
中
度
候
、
尤
急
二
者
成
就
仕
間
敷
候
、
此
段
申
上
候

、
以
上
、
一

享

煤

二

十

年

）

御

名

内

[

直

興

)

十

月

宮

之

原

甚

五

兵

衛

一
々
届
出
、
従
前
通
り
の
規
模
に
限
り
認
め
ら
れ
た
が
、
郭
内
の
殿
舎
、
柵
垣
屏
等
に
つ
い

て
の
手
入
れ
は
容
認
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
⑬
安
永
―
―
一
年
（
い
エ
）
の
江
戸
家
老
座
の
相

文
に
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
「
御
要
害
之
筋
ニ
ハ
曾
テ
有
之
間
敷
候
、
是
迄
御
取
扱
無
之
場
所
iI

石
垣
も
築
キ
櫓
を
楊
、
堀
を
堀
候
事
者
及
御
届
候
得
共
、
土
手
之
上
柵
垣
又
者
練
屏
杯
二
而
柵

門
井
番
所
被
相
建
、
右
番
所
ふ
幕
構
等
有
之
候
而
も
不
苦
程
合
二
候
」
と
記
し
て
あ
り
、
⑲
こ
れ

が
大
体
の
基
本
原
則
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
殿
舎
の
修
補
は
時
折
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
安
永
九
年
（
八
□

）
に
も
実
施
さ

れ
た
こ
と
が
左
の
史
料
か
ら
わ
か
る
。
四

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

「
御
城
御
対
面
所
廻
り
よ
り
、
虎
之
間
並
大
番
、
小
番
詰
所
、
御
番
頭
詰
所
迄
、
御
修
補
被

仰
付
、
近
々
取
付
之
旨
、
御
普
請
奉
行
申
出
候
間
、
御
役
座
等
直
し
方
之
儀
、
御
め
付
よ
り

吟
味
申
出
候
事
」

さ
て
こ
の
頃
の
鹿
児
島
城
の
澤
況
に
つ
い
て
は
『
通
昭
録
』
巻
之
七
、
「
監
察
使
答
問
抄
上
」

に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
⑳
左
に
こ
れ
を
掲
げ
よ
う
。

（
一
七
五

ii)

「
大
守
重
年
公
宝
磨
五
年
乙
亥
六
月
十
六
日
於
江
府
御
逝
去
、
嗣
君
重
豪
公
御
幼
年
之
故
、

依
大
法
国
御
目
付
京
極
兵
部
高
主
5

便
青
山
七
右
衛
門
成
親
”
"
薩
州
4

被
差
下
、
依
之

国
中
大
小
事
以
条
書
被
相
尋
、
於
是
吉
田
用
右
衛
門
”
戸
録
迫
田
太
次
右
衛
門
f
j
g

御
御

答
方
被
仰
付
、
時
々
御
答
書
被
差
出
、
此
時
通
昭
国
御
目
付
方
勤
被
仰
付
謹
、
問
答
書
不

残
令
熟
覧
、
記
臆
之
、
退
出
後
大
略
筆
記
之
者
也
、

国
監
察
使
答
問
抄

一
鹿
児
島
御
城
之
事

干‘

一
直
＇

（
長
）
七
十
七
間
、
横
三
間
半
、

一
流
、
長
七
十
一
間
、
横
二
間
半
、

文
治
二
年
頼
朝
公
よ
り
御
元
祖
忠
久
公
薩
隅
日
御
拝
頷
御
代
々
御
伝
領
、
慶
長
七
年
、
家

久
公
初
巾
当
御
城
御
取
立
御
居
住
以
来
御
居
城
＿
一
被
遊
候
‘

一
本
丸
二
之
丸
井
御
城
山
中
間
数
之
事

当
御
城
者
山
城

-
I
m

絵
図
面
二
行
本
丸
二
丸
と
被
記
置
候
得
共
、
櫓
屏
堀
等
無
之
、
南
大

手
口
、
北
岩
崎
口
、
西
新
照
院
口
御
門
有
之
、
士
番
被
仰
付
置
候
、
大
手
口
よ
り
新
照
院

口
迄
七
町
四
拾
二
間
、
新
照
院
口
よ
り
岩
崎
口
迄
七
町
三
拾
三
間
有
之
、
本
丸
者
大
手
口

之
上
、
二
之
丸
者
御
ド
屋
敷
上
松
林
也
、

一
御
城
間
数
之
事
け
堀
之
事

御
城
井
御
底
御
下
屋
敷
迄
廻
拾
七
町
二
十
九
間
、
艮
方
外
城
長
二
町
七
間
、
横
幅
十
間
半

、
深
サ
ニ
丈
、
東
裏
通
―
町
廿
七
間
、
北
方
入
一
町
廿
八
間
、
南
方
入
一
町
四
十
ヒ
間
、

西
方
二
之
丸
山
際
一
町
五
拾
六
間
、
東
裏
通
城
一
町
四
拾
五
間
、
横
幅
九
間
、
深
サ
五
尺

、
北
方
堀
入
一
町
二
十
間
、
横
幅
九
間
、
深
サ
一
丈
、
南
堀
入
一
町
五
拾
七
間
、
横
幅
九

間
、
深
サ
五
尺
也
、
橋
者
櫓
門
前
一
ッ
―
涌
北
之
方
長
屋
門
前
者
士
居
通
血
橋
無
之
、

都
巾
二
里
橋
構
一
血
外
郭
無
之
、

一
御
城
内
建
坪
之
事

建
坪
三
千
二
百
三
十
五
坪
、
御
下
屋
敷
建
坪
千
二
百
五
十
坪
、
本
丸
、
ニ
ノ
丸
建
坪
無
之
、

一
御
城
門
数
之
事
、
け
櫓
之
事
、
矢
挟
間
、
鉄
砲
挟
間
事
、
東
櫓
門
一
、
長
口
間
横
三
間
半

、
窓
四
ヶ
所
、
北
方
長
屋
門
一
、
南
櫓
一
ヶ
所
、
長
廿
七
間
、
横
一
二
間
半
、
窓
六
ヶ
所
、

御
下
屋
敷
東
門
平
門
一
、
長
屋
門
二
、
南
長
屋
門
一
、
御
暇
平
門
二
、
矢
挟
間
、
鉄
砲
挟

間
無
之
、

一
御
城
内
蔵
数
之
事

士
蔵
七
軒
、
内
一
軒
、
長
三
拾
七
間
、
横
―
二
間
、
一
軒
、
長
拾
三
間
、
横
三
間
、
一
軒
、
長

八
間
、
横
三
間
、
一
軒
、
長
七
間
、
横
一
二
間
、
一
紆
、
長
弐
間
、
横
二
間
、
一
軒
、
長
拾

一
間
、
横
―
一
間
半
、
一
軒
、
長
七
間
、
横
―
二
間
、

一
御
城
内
井
戸
数
之
事

御
城
山
内
五
ヶ
所
、
出
水
―
一
ヶ
所
、
岩
崎
二
十
四
ヶ
所
、
出
水
ニ
ヶ
所
、

一
御
下
屋
敷
長
屋
之
事

長
屋
一
流
、
内
一
流
、
長
四
拾
丘
間
、
横
三
間
、

二
漑
数
之
事

惣
数
十
二
軒
、
内
一
軒
、
長
十
六
間
、
横
三
間
、
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軒
、
長
十
九
間
、
横
三
間
、
二
軒
、
長
九
間
、
横
一
二
間
、
一
軒
、
長
七
間
、
横
二
間
、
二
軒

、
長
五
間
、
横
―
一
間
半
、
一
軒
、
長
六
間
、
横
一
一
間
半
、
一
軒
、
長
七
十
間
、
横
三
間
、

＿
二
軒
、
長
十
間
、
横
三
間
半

一
御
曲
輪
内
士
屋
敷
之
事

大
手
口
へ
六
ヶ
所
、
岩
崎
へ
四
十
一
ヶ
所

一
御
下
屋
敷
前
空
地
之
事

中
小
路
よ
り
東
竪
八
十
一
間
、
横
五
拾
八
間
、
同
西
竪
百
―
二
拾
六
間
、
横
五
拾
七
間
半
、

一
吉
野
橋
堀
之
事

岩
崎
口
よ
り
海
際
迄
四
町
十
六
間
、
内
吉
野
橋
よ
り
上
―
一
町
七
間
修
覆
、
公
儀
へ
及
御
届

候
、
御
堀
幅
吉
野
橋
十
間
半
、
新
橋
十
六
間
、
海
際
一
一
拾
六
間
、
深
六
尺
五
寸
、

一
御
役
所
之
事

御
家
老
座
、
異
国
方
、
御
勝
手
方
、
大
御
目
附
座
、
六
典
所
、
御
側
御
用
人
廂
、
御
用
人

座
、
御
近
習
役
所
、
御
納
戸
、
御
兵
具
所
、
御
使
番
役
所
、
御
記
録
所
、
高
奉
行
所
、
物

奉
行
所
、
御
賤
、
御
右
筆
所
、
御
目
付
役
所
、
紅
明
奉
行
所
、
郡
方
、
御
書
院
方
、
御
台

所
、
以
上
御
堀
内
、

0
寺
社
奉
行
所
、
御
勘
定
所
、
町
奉
行
所
、
山
奉
行
所
、
宗
門
改
方

、
代
官
所
、
以
上
御
屋
敷
、
内
御
節
請
方
、
御
細
工
所
、
以
上
築
地
、

0
評
定
所
、
御
春

鷹
中
福
良
、

0
屋
久
島
蔵
、
御
船
手
、
以
上
武
村
之
内
、

一
舛
形
之
事

千
石
馬
場
行
当
り
前
々
よ
り
舛
形
と
唱
来
候
得
共
縄
張
等
無
之
、

一
御
城
内
武
器
之
事

纏

―

一

本

馬

印

十

七

本

旗

百

二

十

八

流

指

物

三

千

三

五

三

十

本

具
足
―
―
一
千
二
百
二
十
五
領
鑓
千
六
百
本

長

刀

六

十

振

弓

九

百

五

十

張

征
矢
五
万
九
千
八
百
筋
陳
鐘
―
二
十
四

陣

具

七

拾

四

楯

―

1

一
百
壱
枚

靭

八

亘

一

十

腰

服

八

十

二

腰

幕

百

八

十

七

頭

火

縄

一

一

万

四

千

二

百

九

十

曲

石
火
矢
拾
六
挺
、
内
弐
挺
六
百
七
十
目
、
五
丁
三
百
八
十
目
、
壱

T
弐
百
拾
匁
、
八
挺
弐

百
目
、

近
江

異
風
石
火
矢
拾
四
挺
、
内
壱
丁
壱
貫
九
十
目
、
一
挺
弐
百
七
十
目
、
八
挺
弐
百
目
、

百
六
十
目

‘
-
T百
三
十
目
、
一
丁
百
四
拾
目
、
一
丁
百
五
十

H
、

鉄
砲
千
七
百
三
十
三
丁
、
内
千
四
百
三
十
七
丁
、
弐
匁
よ
り
八
匁
迄
、
弐
百
―
二
挺
、
拾
匁

よ
り
拾
九
匁
迄
、
九
十
弐
丁
、
廿
目
よ
り
三
十
目
迄
、
壱
丁
、
百
目
、

石
火
矢
鉄
砲
玉
数
弐
拾
九
万
千
九
百
六
十
、

天
明
五
年
（
い
心
）
、
そ
れ
ま
で
二
丸
御
門
と
呼
ば
れ
て
い
た
門
は
実
状
に
即
し
て
矢
来
御

門
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
御
下
屋
敷
御
門
は
二
丸
御
門
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
二
丸
が
御
下
屋
敷
を
包
含
す
る
よ
う
に
な
り
、
且
つ
二
丸
の
中
心
が
よ
り
南
に

移
動
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
左
に
そ
の
布
達
を
掲
げ
よ
う
。
g

「
公
辺
二
御
嫡
子
様
又
者
御
隠
居
様
御
居
宅
と
被
仰
出
置
候
御
屋
地
之
所
、
御
内
輪
二
巾
者

二
丸
と
相
唱
候
様
被
仰
付
候
、

（
継
豊
側
室
｝

一
妙
心
院
様
御
存
生
之
内
被
成
御
座
候
地
面
を
、
山
下
御
屋
鋪
と
申
来
候
得
共
、
山
下
之
名
目

被
相
除
、
右
地
面
者
二
丸
一
円
二
被
仰
付
候
、
左
候
而
当
分
山
下
御
鷹
部
屋
被
建
潰
候
辺

境
を
山
下
と
相
唱
候
様
被
仰
付
候
、

二
丸
御
門
之
事

一
矢
米
御
門
南
口
御
門
之
事

一
御
台
所
御
門

御
下
屋
敷
御
門
之
事

―
―
一
丸
御
門
右
同
裏
御
門
之
事

一
南
御
門御
勘
定
所
門
之
事

一
御
役
所
御
門

随
神
門
脇
御
中
門
之
事

一
花
園
御
門

右
之
通
相
唱
候
様
被
仰
付
、
尤
公
辺
A

御
書
付
等
有
之
節
者
、
前
々
絵
図
面
之
通
被
仰
付

候
旨
被
仰
出
候
段
申
来
候
、
此
旨
可
承
面
々
江
可
申
渡
候
、

[
未
)

「
天
明
五
年
」二
月

L— 一
丁
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紙

）

「
勝
手
次
第
可
被
致
候
」

ま
た
『
列
朝
制
度
」
三
六
、
「
年
頭
、
五
節
句
他
」
に

「
北
之
御
門
よ
り
女
中
通
融
之
儀
、
此
跡
御
代
参
な
ど
之
節
は
、
女
中
通
融
仕
事
候
へ
共
、
向

後
は
北
御
門
よ
り
女
中
通
融
被
差
留
候
、
お
加
久
殿
御
事
、
平
日
北
之
御
門
通
融
ハ
無
之

筈
限
へ
共
、
南
御
門
道
筋
差
支
候
時
分
ハ
、
北
之
御
門
も
御
通
釉
之
俄
も
可
有
之
埃
条
、

左
様
可
祖
心
得
候
、

元

文

―

―

じ

十

二

月

」

と
あ
り
、
北
御
門
は
そ
の
位
漑
か
ら
し
て
も
城
内
勤
番
の
武
士
の
通
用
門
で
、
一
時
又
は
臨

時
女
中
の
通
行
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

ま
た
正
徳
四
年
、
藩
主
の
国
許
出
立
に
際
し
、
桜
之
問
、
御
中
門
、
こ
丸
御
門
（
の
ち
矢
米

門
）
よ
り
城
外
に
出
、
諏
訪
社
へ
参
詣
し
て
い
る
記
事
か
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
藩
主
等
の
城
館
出

入
は
ほ
ぼ
こ
の
経
路
を
と
っ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
四

（
島
津
斉
典

松
平
豊
後
守

（
．
し
八
八
｝

さ
ら
に
「
重
豪
譜
」
に
よ
れ
ば
、
重
豪
は
天
明
七
年
、
家
老
二
階
堂
主
計
行
旦
に
命
じ
て
一
―

丸
造
常
の
総
宰
た
ら
し
め
た
。
十
一
月
二
十
五
日
起
工
、
翌
年
秋
八
月
―
―
十
四
日
に
は
広
間
、

書
院
等
が
ほ
ぼ
落
成
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
年
京
都
の
火
災
で
内
裏
及
び
―
一
条
城
が
炎
上
し
た
た

め―

1
0
万
両
の
幕
府
へ
の
納
金
の
必
要
を
生
じ
、
そ
の
営
作
を
中
断
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し

藩
主
斉
宣
は
寛
政
―
一
年
（
几

O
L
)

一
月
二
日
家
老
と
は
か
り
再
起
工
、
翌
年
六
月
十
二
日
完
工

次
の
年
四
月
二
十
七
日
移
徒
の
儀
を
行
っ
た
と
い
う
。
⑳
こ
こ
に
ド
屋
敷
を
包
括
し
た
形
で
新

し
い
二
丸
が
造
立
成
就
を
み
た
と
い
え
よ
う
。

諸
門
の
中
、
本
丸
の
門
と
し
て
は
「
御
楼
門
」
と
「
北
之
御
門
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
堀
を

前
に
ひ
か
え
て
い
た
。

本
丸
正
門
で
あ
る
御
楼
門
よ
り
の
出
入
は
中
山
王
世
子
等
公
式
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
。

安
永
―
一
年
（
し
L

)

八
月
十
九
日
「
中
山
王
尚
穆
之
世
子
中
城
王
子
尚
哲
来
聘
子
薩
府
：
・
・
・
・
路

次
奏
楽
、
尚
哲
至
於
楼
門
際
下
輌
、
摂
政
読
谷
山
王
子
朝
恒
於
橋
涯
下
橋
、
上
於
虎
間
正
面
階
」

と
あ
る
。
四
楼
門
前
の
橋
は
は
じ
め
板
橋
で
あ
っ
た
が
、
左
記
の
如
く
文
化
七
年
(

1

い
）
朽
損

の
際
、
石
橋
に
改
め
た
い
旨
幕
府
に
届
け
出
、
許
可
を
得
て
改
築
架
橋
し
て
い
る
。
肉

「
薩
摩
国
鹿
児
島
城
橋
一
ヶ
所
長
八
間
、
横
―
二
間
三
尺
、
是
迄
板
橋
二
巾
御
座
候
処
、
度
々

朽
損
候
付
致
修
復
候
節
、
石
橋
仕
度
御
座
候
、
絵
図
相
添
此
段
奉
伺
埃
、
以
上
、

正
月
九
日

山
『
旧
記
雑
録
後
編
j

―
九
五
。
な
お
国
分
城
は
舞
鶴
城
と
い
わ
れ
慶
長
九
年
義
久
の
居
城
と
し
て
築
造
さ
れ
た
。
今
な
お

濠
石
垣
、
橋
等
を
存
す
。
現
在
小
学
校
敷
地
、
背
後
の
城
山
（
隼
人
城
・
新
城
）
は
最
近
、
県
文
化
課
の
手
に
よ
り
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
城
郭
の
遺
構
が
発
見
確
認
さ
れ
て
い
る
。

②
同
右

③
同
一

0
ニ

④
鹿
児
島
城
絵
図
と
し
て
広
島
の
浅
野
家
、
岡
山
の
池
田
家
所
蔵
絵
図
が
あ
る
が
、
何
れ
も
軍
学
者
な
ど
の
作
成
し
た

想
像
図
で
実
際
に
調
査
し
た
も
の
で
は
な
い
。

⑤
鹿
児
島
県
史
料
『
旧
記
雑
録
追
録
』
―
|
1
0六
0
、
一
―
1

四
〇
片

⑥
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
舘
所
蔵
、
玉
里
文
庫
本
、
『
鹿
児
島
市
史
』

III
、
史
料
編
所
収
。

⑦
「
薩
藩
叢
書
』
所
収
。
鹿
児
島
県
史
料
「
旧
記
雑
録
追
録
』
一
ー
ニ
五
一
四
号
。

⑧
同
二
六
一
六
号
。

⑨
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
王
里
文
庫
本
。

⑩
鹿
児
島
県
史
料
『
旧
記
雑
録
』
ニ
ー
一
六
一
四
号
。

⑪
同
一
六
三
五
号
。

⑫
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
玉
里
文
庫
本
。

⑬
鹿
児
島
県
史
料
『
旧
記
雑
録
追
録
』
三
ー
ニ
九
七
号
。
ま
た
鹿
児
島
県
立
図
苔
館
所
蔵
の
正
徳
―
-

1

年
城
絵
図
は
こ
の

時
の
本
丸
、
二
丸
及
び
そ
の
付
近
の
屋
敷
の
模
様
が
え
の
プ
ラ
ン
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑪
鹿
大
史
学
二
六
号
、
拙
稿
「
鶴
丸
城
二
丸
御
門
と
御
下
屋
敷
御
門
」
参
照
。

⑬
鹿
児
島
県
史
料
「
旧
記
稚
録
追
録
l

三
I

―
ニ
パ
ニ
号
。

⑮
『
御
治
世
年
表
』
。
「
古
記
』
に
も
ほ
ぼ
同
文
を
収
録
す
。

⑰
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
玉
里
文
庫
本
。

⑬
鹿
児
島
県
史
料
『
旧
記
雑
録
附
録
]
四
ー
七
八
四
号

闘
同
六
I

―
-
」
ハ

0
号。

⑳
同
七
ー
ニ
五
三
六
号
。

仰
鹿
児
島
県
立
図
書
館
所
蔵
写
本
。
今
回
の
県
文
化
課
の
最
終
の
発
掘
調
査
に
よ
り
北
御
門
前
の
橋
の
詳
細
を
知
り
え

た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
当
初
よ
り
土
居
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
本
史
料
の
記
載
と
一
致
し
た
。

四
鹿
児
島
県
史
料
『
旧
記
雑
録
追
録
」
六
ー
―
―
―
几
六
号
。

闘
同
七
ー
ニ
号
。

⑳
同
六

-
1
0八
一
号
。

⑳
同
七

-
1
0七
五
号
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
「
島
津
氏
世
録
系
図
正
統
」
二
十
七
代
斉
興
第

li
に
は
絵
図
が
掲

―~10-



載
さ
れ
て
お
り
、
御
楼
門
前
の
橋
は
木
橋
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
北
御
門
の
橋
は
土
居
の
如
く
画
か
れ
て
い
る
。

恐
ら
く
実
状
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
『
列
朝
制
度
』
1

＾
ニ
ー
ニ
ニ
八
五
号
。

四
、
成
尾
図
そ
の
他

文
久
三
年
（
ハ
＼
）
、
薩
英
戦
争
切
迫
に
際
し
て
、
藩
主
忠
義
の
旗
本
は
御
楼
門
橋
詰
に
集

結
、
国
父
久
光
の
旗
本
は
二
丸
本
門
下
に
集
結
す
る
こ
と
と
定
め
た
り
、

111

郭
内
の
模
様
を

改
め
た
り
、
国
分
新
城
に
居
城
を
移
そ
う
と
し
た
り
、
121

海
辺
に
近
い
城
だ
け
に
慌
し
い
動
き
が

あ
っ
た
。
七
月
十
日
英
国
軍
艦
の
砲
弾
は
本
丸
大
奥
二
階
、
同
桜
之
間
御
中
門
脇
、
御
楼
門
、

ニ
丸
庭
、
同
浩
然
亭
（
―
-
丸
内
庭
）
、
御
台
所
庭
、
霊
符
堂
、
二
丸
御
納
戸
等
に
落
下
し
た
と

あ
る
。
13

こ
の
時
は
火
を
発
し
て
焼
失
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
維
新
後
、
明
治
四
年

(

L

八

）
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
藩
主
忠
義
は
鹿
児
島
城
本
丸
を
去
り
、
翌
五
年
明
治
天
皇
の
行
幸
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
本
丸
は
熊
本
鎮
台
の
分
営
と
な
り
、
殿
舎
は
兵
士
の
屯
所
と
変
わ
る

。
明
治
六
年

(
L

二
十
二
月
、
不
審
火
に
よ
り
本
丸
は
烏
有
に
帰
し
た
。
そ
の
直
前
幕
末
の

藩
士
で
金
山
奉
行
等
を
勤
め
た
成
尾
常
矩
は
日
常
馴
染
ん
だ
鹿
児
島
城
の
変
貌
と
殿
舎
の
荒
廃

を
慨
嘆
し
て
城
周
辺
の
見
取
図
と
本
丸
内
間
取
図
を
作
成
し
た
。
同
図
は
明
治
十
年

(

L

L

)

西
南
戦
争
で
焼
損
し
た
が
、
翌
年
複
製
し
た
も
の
が
伝
存
し
て
お
り
、
41

鹿
児
島
城
の
調
査
研

究
に
必
須
の
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

城
内
殿
舎
配
置
図
（
本
丸
間
取
図
）
囚
は
市
立
美
術
館
所
蔵
の
も
の
の
他
に
磯
尚
古
集
成
館

所
蔵
の
も
の
が
あ
り
、
記
載
の
内
容
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
が
、
下
段
余
白
に
図
面
各
所
の
説

明
を
記
載
し
た
部
分
の
文
章
構
成
、
用
字
及
び
図
と
の
内
容
対
比
等
の
諸
点
か
ら
み
て
前
者
の

方
が
詳
し
く
ま
た
正
確
に
書
写
し
た
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
市
立
美
術
館
の
方
に
は
城
周
辺
図
⑪
も
残
さ
れ
て
お
り
、
囚
、
⑪
併
せ
て
本
来
成

尼
図
は
作
成
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
か
ら
み
て
も
、
前
者
を
善
本
と
し
て
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
て

お
き
た
い
と
思
う
。

成
尼
図
の
発
見
が
今
回
の
鹿
児
島
城
の
発
掘
調
査
、
と
く
に
本
丸
の
そ
れ
に
ど
れ
程
の
恩
恵
を

与
え
た
か
は
か
り
知
れ
な
い
が
、
見
取
図
な
ど
か
ら
そ
の
精
度
の
よ
さ
、
細
か
い
注
記
、
殿
舎

各
の
書
き
入
れ
等
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
成
尾
常
矩
の
履
歴
、
そ

の
人
が
ら
か
ら
み
て
さ
こ
そ
と
首
肯
で
き
る
の
で
あ
る
。
151

次
に
囚
、
⑤
の
説
明
文
を
全
文
掲
げ

そ
の
作
成
の
経
緯
と
適
切
な
記
事
の
内
容
を
承
知
し
よ
う
。

土
地
庭
：
；
・
・
ノ
印

奥
向
…
…
…
ノ
印

井
池
…
…
…
ノ
印

板
廊
下
橡
頬
ノ
即

表
御
坐
畳
敷
ノ
印

一
奥
ノ
ロ
ヲ
以
テ
表
方
任
職
ハ
嗚
子
ノ
ロ
ロ
ロ
]
ロ
-
―
参
入
シ
得
サ
レ
ハ
奥
向
御
坐
委
ク

n

LJ
能
ハ
ス
、
唯
大
概
ヲ
略
誌
ス
、

一
慶
応
明
治
以
来
ハ
諸
局
合
併
又
ハ
被
廃
[
~
ア
リ
、
[
~
住
居
等
少
カ
ラ
ス
、
此
図
ハ

n

LJ
グ
應
図
ナ
リ
、
空
二
覚
ヘ
タ
ル
侭
一
＿
広
狭
ア
ル
ヘ
シ
、
観
ル
者
察
ス
ヘ
シ
、

一
御
対
面
所
、
虎
ノ
間
、
梅
ノ
間
ニ
ハ
御
床
有
リ
、

一
御
袖
判
、
竹
ノ
間
外
上
二
掛
居
タ
リ
、

一
御
対
面
所
御
床
其
外
ノ
間
二
御
襖
等
ノ
絵
ハ
探
元
、
養
伯
等
ノ
高
、

一
山
吹
之
間
当
番
頭
詰
衆
ノ
詰
所
、
サ
□

座
隅
高
奉
所
ノ
出
来
座
ア
リ
、
且

一
六
組
獨
役
所
、
二
階
高
奉
行
所
、

一
奏
者
上
板
間
、
上
三
階
御
小
姓
典
番
頭
座
、
但
シ
ニ
階
ハ
＿
進
達
掛
詰
所
ヵ
一

一
桃
ノ
間
、
御
使
番
座
、
一
二
階
御
裁
評
奉
行
所
、

二

御

用

人

奥

二

階

大

番

頭

一

―

一
御
勝
手
方
御
家
老
座
、
二
階
御
趣
法
掛
御
用
人
並
調
掛
、
但
シ
雪
隠
上
マ
テ
掛
ル
、

一
御
勝
手
方
御
用
人
坐
、
廊
下
上
御
勝
手
方
御
用
人
坐
書
役
、
園
墟
裏
役
上
二
階
御
目
附
役

斤‘
S
F
 

一
物
奉
行
所
、
二
階
阿
裁
許
方
書
役
「
同
北
ノ
方
偶
金
山
奉
行
所
、

一
鷲
之
間
、
蔵
方
目
附
詰
所
、
大
身
分
躙
役
所
等
ノ
上
一
円
郡
方
、

一
御
側
御
用
人
座
末
、
二
階
御
徒

H
付
詰
所
、

懸
治
ノ
制
二
帰
シ
、
鹿
児
島
御
城
御
本
丸
西
鎮
台
二
分
営
卜
成
リ
、
兵
卒
入
営
、
殿
中
諸
御
坐

々
々
間
壁
ノ
毀
チ
除
一
面
二
成
リ
、
醐
□

回
屯
所
ト
ナ
レ
リ
、
後
世
□

ハ
知
ル
者
ノ
ナ
キ
ニ

慨
敵
シ
、
藤
図
ヲ
模
シ
テ
残
シ
縦
ク
モ
ノ
也
、

明
治
六
年
梵
酉
三
月
誌

(A) 

常
矩
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⑲
明
治
十
年

r丑
春
秋
両
度
ノ
県
ド
騒
擾
ニ
テ
殿
中
ノ
図
共
二
崩
損
シ
漸
ク
之
ヲ
合
セ
彼
ヲ
継

テ
改
写
ス
、
子
時
十
一
年
三
月
中
句
也
、

御
殿
内
御
座
々
図
ハ
別
紙
二
誌
シ
濯
ク
、

成
尼
常
矩
（
華
押
）

一
吉
野
橋
堀
土
居
御
城
築
ノ
節
、
士
共
築
シ
ト
云
ヒ
伝
フ
、

一
種

f
邸
方
左
橋
届
二
数
丈
枝
亜
レ
タ
ル
一
松
樹
ハ
木
村
静
隠
老
ノ
画
二
学
ハ
レ
タ
ル
ト
云

伝
ヘ
タ
リ
、

一
三
四
十
年
以
前
ハ
新
橋
堀
末
迄
大
船
繋
レ
リ
、

一
岩
崎
後
ノ
山
越
シ
谷
ヲ
城
ノ
谷
卜
云
、
御
城
新
照
院
口
亦
草
牟
田
へ
通
ス
、
又
夏
蔭
ニ
モ

通
ル
山
逍
ア
リ

こ
早
牟
山
稲
富
氏
二
往
古
火
立
テ
番
屋
ノ
跡
卜
云
有
l
J
‘

一
吉
野
橋
堀
面
土
居
両
方
、
大
手
橋
堀
土
居
、
御
客
内
枡
形
等
二
数
百
歳
ヲ
経
タ
ル
松
櫨
数

本
ア
リ
、

～
御
楼
門
ハ
天
保
十
丘
年
甲
辰
1

一
月
御
建
替
始
マ
リ
同
十
月
三
日
成
就
シ
テ
通
初
ナ
リ
、

一
唐
御
門
中
二
十
文
字
御
紋
ニ
シ
テ
脇
鶴
ヲ
彫
刻
シ
タ
リ
、
細
工
無
類
、
虎
ノ
間
前
ノ
御
門

ナlJ‘

一
加
治
木
屋
敷
堀
面
ノ
僑
ヲ
頴
娃
殿
橋
卜
云
、
頴
娃
氏
力
往
古
此
屋
敷
二
居
住
欺
‘

一
．
一
之
丸
御
咲
ハ
久
光
公
御
住
居
有
テ
御
建
築
ナ
リ
、
其
稽
古
所
ハ
斉
彬
公
不
時
御
呼
出
、

諸
家
武
術
御
厖
ア
ラ
ン
カ
為
二
御
建
築
也
、
以
前
ハ
空
地
、

-

C

一
之
丸
ヨ
リ
大
手
［
御
門
迄
山
麓
二
通
路
ア
レ
ト
モ
是
ハ
非
常
ノ
御
通
路
ナ
ル
ヘ
シ
、

一
御
楼
門
、
祈
橋
、
西
田
橋
ノ
擬
宝
珠
ハ
唐
銅
ニ
シ
テ
慶
長
十
七
年
壬
子
六
月
吉
日
ト
ア
リ

、
又
大
手
山
ド
橋
ハ
斉
典
公
御
代
同
様
ノ
擬
宝
珠
二
成
ル
、

一
御
客
屋
前
堀
ヲ
占
昔
ヨ
リ
俊
寛
堀
卜
云
伝
フ
、
僧
都
流
罪
ノ
時
此
辺
ヨ
リ
乗
船
ア
リ
シ
所

ニ
テ
モ
ア
ラ
ン
カ
、
不
詳
、

一
広
馬
場
通
ハ
斉
彬
公
御
代
二
広
メ
ラ
ル
カ
、

一
大
雄
山
南
泉
院
客
殿
二
掲
ケ
ア
ル
底
王
宝
殿
ノ
頷
ハ
足
利
義
満
公
ノ
染
筆
也
、

上
山
城
ハ
南
呆
院
上
ヨ
リ
島
津
右
門
邸
上
辺
マ
テ
御
本
丸
ナ
リ
シ
ナ
ラ
ン
カ
、
平
上
柿
本

寺
上
辺
マ
テ
御
曲
輪
ノ
内
ナ
ラ
ン
、
岩
崎
ノ
蓑
田
伝
兵
衛
ノ
門
前
二
旧
枡
形
跡
ア
リ
、

一
番
所
勤
番
左
ノ
如
シ
、

一
撻
鞄
冬
々

1
、
吉
野
橋
平
い
西
田
橋
ノ
番
所
ハ
御
兵
具
方
足
軽
勤
番

こ
祈
橋
枡
形
番
所
ハ
大
身
分
家
来
勤
番

ー
岩
崎
口
大
手
口
新
聞
院
口
番
所
ハ
七
勤
番
御
サ
ト
通
御
門
モ
士
勤
番

一
霊
符
堂
ド
山
ノ

F
番
所
ハ
御
広
敷
卜
勤
番

｛
喰
違
ハ
山
ド
橋
口
県
木
邸
小
路
金
蔵
角
広
小
路
柵
門
桂
二
有
シ
カ
斉
彬
公
御
代

二
広
小
路
ハ
索
町
口
々
三
町
共
二
柵
門
ヲ
建
テ
ラ
レ
又
洲
崎
ニ
ハ
遠
兄
番
所
ヲ
モ
建
架

ァ
ノ
テ
非
常
ノ
備
ヲ
厳
ニ
シ
給
フ
、

慶
長
じ
年
冬
家
久
公
城
ヲ
鹿
児
島
ノ
上
山
二
築
キ
玉
フ
テ
ヨ
リ
御
代
々
御
居
城
卜
成
レ
ー
‘

明
冶
五
年
壬
申
陸
軍
少
将
井

IH
壌
城
ヲ
受
取
、
鎮
台
兵
卒
ノ
屯
営
ト
ナ
ル
、
時
二
慶
長
ヒ
年

ヨ
リ
ニ
百
ヒ
ト
．
年
也
、
然
ル
ニ
御
本
丸
ハ
明
治
六
年
繁
酉
十
月
十
八

H
焼
失
セ
リ
、

時
二
随
テ
変
遷
ス
ル
珍
シ
カ
ラ
ネ
ト
大
哉
戊
辰
ノ
兵
役
復
古
ノ
御
一
祈
諸
侯
版
図
ヲ
奉
還
有

テ
、
国
王
ヲ
藩
知
事
二
命
セ
ラ
レ
、
帷
族
ノ
樅
ヲ
賜
ヒ
三
歳
セ
ヲ
経
ス
シ
テ
藩
ヲ
廃
シ
県
ヲ

濯
カ
ル
、
ノ
御
制
度
二
遷
リ
、
旧
国
二
僅
ノ
宅
地
ヲ
賜
テ
嶼
ド
ノ
常
住
卜
成
ル
、
君
ト
シ
事
へ

、
臣
ト
シ
扶
持
セ
ル
、
舟
水
ノ
交
義
モ
疎
薄
二
旧
来
ノ
戴
忍
モ
白
ラ
忘
却
ス
ル
ニ
垂
々
タ

リ
、
当
県
二
於
テ
ハ
、
忠
久
公
文
治
二
年
薩
隅
日
―
二
州
ノ
地
頭
職
御
補
任
ア
リ
テ
ヨ
リ
御
濶

如
ナ
ク
御
代
々
御
伝
領
、
ヒ
百
年
来
臣
ト
シ
テ
従
事
シ
、
東
西
離
別
ノ
情
争
テ
ヵ
忍
フ
ニ
堪

へ
サ
ラ
ン
、
今
ヤ
月
国
通
信
交
際
有
テ
文
明
聞
化
ノ
御
趣
意
日
二
新
二
月
二
盛
二
行
ハ
レ
西

洋
ノ
正
朔
ヲ
モ
用
ラ
レ
、
月
ツ
洋
風
二
模
擬
セ
ラ
レ
、
大
和
魂
卜
唱
シ
年
来
節
モ
梢
納
礫
二
至

ラ
ン
ト
ス
ル
ノ
勢
二
又
脱
JJ
ノ
命
ヲ
モ
．
ト
サ
レ
、
四
民
合
一
卜
云
二
殆
卜
立
至
リ
、
国
々
ノ

境
関
ヲ
毀
除
カ
レ
城
郭
ヲ
モ
破
却
セ
シ
多
シ
ト
、
関
モ
戸
サ
、
ム
御
代
ト
ハ
占
キ
歌
ニ
モ
見

ヘ
ヌ
レ
ト
、
毀
ア
レ
ハ
猶
増
リ
テ
実
二
乱
ヲ
忘
ル
、
ノ
目
出
度
御
代
ニ
テ
、
後
世
ノ
人
ハ
封
建

ノ
厳
備
ハ
昔
語
二
聞
ク
ノ
ミ
ニ
テ
往
々
商
家
市
街
卜
成
ナ
ン
モ
遺
憾
ナ
レ
ハ
老
ノ
眼
ノ
聞
夕

ル
内
二
旧
御
屋
形
御
曲
輪
之
図
ヲ
書
シ

f
係
二
残
シ
漑
、
マ
タ
眼
ヲ
閉
テ
ハ
此
処
彼
処
卜
考

合
、
空
覚
ノ
侭
遥
ヵ
四
卜
年
以
前
ノ
図
ヲ
取

1
テ
明
冶
六
岱
酉
三
月
二
十
四
日
消
書
シ
畢
ル

、
屋
放
ノ
広
狭
、
小
路
刈
ノ
違
ヒ
ハ
兄
ル
者
京
シ
テ
右
ス
ヘ
シ
、
成
尾
常
矩
（
花
押
）
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『
薩
摩
風
土
記
』

の
記
述
を

他
に
関
係
史
料
と
し
て
数
葉
の
城
館
内
の
写
真
が
尚
古
集
成
館
、
県
立
図
書
館
に
残
さ
れ
て

い
る
が
、
う
ち
三
葉
は
本
丸
御
池
周
辺
よ
り
三
方
向
に
撮
影
し
た
も
の
で
藩
主
居
所
の
状
況
を

知
る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
（
麒
麟
之
間
・
鷲
之
間
・
御
小
納
戸
・
ニ
之
間
・
御
小
息
所
牡
丹
之

間
・
水
草
之
間
・
地
震
之
間
・
御
茶
屋
等
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
i
津心

L
居
藩
城
戸
写
真
説
明
書
」

に
「
①
旧
御
館
イ
、
奥
方
の
御
居
間
、
口
黒
板
塀
、
ハ
地
震
の
御
座
敷
此
御
座
敷
の
一
部

は
柱
な
ど
鉄
材
を
以
て
仕
組
み
屋
根
も
銅
張
に
し
て
地
震
の
際
藩
主
が
避
難
せ
ら
る
る
御
座
敷

な
り
、
二
、
藩
主
朝
夕
御
住
居
の
御
座
敷
、
明
治
五
年
先
帝
陸
下
の
御
行
在
所
と
な
れ
り
、
屋

根
は
杉
の
平
木
葺
（
小
板
葺
と
も
い
ふ
）
な
り
、
ホ
、
此
奥
に
御
小
姓
の
居
間
あ
り
、
へ
、
此

奥
に
内
間
の
書
院
あ
り
、
②
御
館
の
一
部
及
び
庭
園
、
イ
、
平
素
使
用
さ
れ
ざ
る
御
座
敷
、
ロ

、
大
理
石
の
一
枚
橋
に
し
て
今
も
猶
は
七
高
校
庭
内
に
存
す
、
ハ
、
平
木
葺
屋
根
修
繕
の
際
人

夫
の
足
場
、
二
、
安
政
五
年
十
二
月
二
十
八
日
忠
義
公
島
津
氏
の
家
督
を
継
が
る
る
や
久
光
公

は
日
々
―
一
の
丸
よ
り
御
登
城
藩
政
を
此
の
御
座
敷
に
て
聴
か
れ
た
り
、
③
旧
御
城
内
の
林
泉
に

し
て
其
一
部
は
今
も
猶
ほ
七
高
校
庭
内
に
存
す
、
イ
、
此
築
山
の
奥
に
「
朝
日
の
宮
」
と
称
す

る
祠
あ
り
、
一
一
一
種
の
神
器
に
模
し
て
鏡
細
璽
を
祭
り
た
り
、
④
旧
城
の
外
観
、
イ
、
角
櫓
（
隅

櫓
）
、
口
、
御
楼
門
、
ハ
、
御
兵
具
所
、
二
、
城
山
、
往
時
城
山
々
項
に
は
老
松
多
か
り
し
が

丁
丑
役
後
或
は
枯
れ
或
は
伐
ら
れ
今
は
一
株
も
存
せ
ず
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
残
存
す
る
史
料
に

よ
り
わ
ず
か
に
旧
城
郭
、
城
館
の
景
観
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

鹿
児
島
城
下
絵
図
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
天
保
十
三
年
頃
の
切
絵
図
（
「
薩
藩
沿
革
地
図

」
所
収
、
解
題
に
文
政
二
、
一1
一
年
頃
の
も
の
と
し
て
い
る
が
疑
わ
し
い
）
•
安
政
六
年
頃
の
城

下
絵
図
（
県
立
図
書
館
所
蔵
大
図
）
が
あ
る
。
161

後
者
に
は
本
丸
、
二
丸
間
の
濠
の
記
載
が
な

い
。
し
か
し
こ
れ
は
城
郭
内
を
省
略
し
た
た
め
で
、
前
掲
文
政
五
年
の
玉
里
文
庫
本
城
下
絵
図

に
も
明
確
な
濠
の
記
載
が
あ
り
、
し
か
も
本
丸
前
の
濠
と
の
接
続
部
分
に
仕
切
の
石
垣
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
今
回
の
発
堀
調
査
の
結
果
と
完
全
に
一
致
し
た
。
成
尾
図
⑪
に
つ
い
て

も
し
か
り
で
あ
る
。
⑦
ま
た
著
名
な
天
保
十
四
年
註
記
入
り
の
市
立
美
術
館
所
蔵
、
屏
風
仕
立
の

鹿
児
島
城
下
絵
図
の
石
垣
、
城
館
の
記
載
、
朱
註
の
字
句
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
181

す
な
わ
ち
城
壁
東
北
隅
の
「
鬼
門
隅
欠
之
図
」
、
「
北
ノ
御
門
」
、
「
御
兵
具
所
」
、
「
御

楼
門
」
、
「
ヲ
ス
ミ
ノ
ク
ラ
」
、
「
虎
之
間
」
、
「
御
対
面
所
」
、
「
御
書
院
」
、
「
御
本
丸

大
奥
」
、
「
御
納
一
戸
」
等
の
図
示
が
あ
る
。
殿
舎
箱
棟
や
堀
仕
切
を
は
じ
め
城
内
景
観
の
描
写

も
復
原
の
参
考
と
な
ろ
う
。

な
お
遺
構
の
発
掘
中
、
注
目
を
あ
つ
め
た
水
道
管
に
関
連
し
て

掲
げ
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
水
道
高
桝
等
の
絵
図
の
説
明
に
「
水
道
¢
高
桝
な
り
、
石
に
て
造

り
は
か
の
や
う
な
り
、
所
々
に
あ
り
、
高
サ
壱
丈
弐
三
尺
、
此
水
御
城
よ
り
流
る
、
町
中
の
の

ミ
水
と
す
る
。
水
や
く
ミ
と
り
あ
る
＜
」
、
鶴
丸
城
絵
図
の
説
明
に
「
御
屋
形
の
内
に
池
あ
り

、
名
水
此
有
、
町
方
水
道
へ
か
：
る
、
松
杉
す
き
や
く
す
き
と
同
し
、
雨
天
の
節
ハ
雲
立
の
ほ

る
」
と
あ
る
。
⑨
二
丸
部
分
の
遺
構
、
関
連
史
料
に
つ
い
て
も
獨
れ
る
べ
き
点
は
多
い
が
今
回

は
省
略
す
る
。
二
丸
に
は
本
丸
焼
失
後
も
久
光
が
居
住
、
そ
の
殿
舎
は
西
南
戦
争
最
末
期
の
官

軍
総
攻
撃
の
際
烏
有
に
帰
し
た
。
こ
れ
ら
城
内
収
蔵
の
文
書
類
が
廃
藩
置
県
の
際
大
量
に
焼
却

さ
れ
た
こ
と
、
西
南
戦
争
の
際
、
岩
崎
文
庫
蔵
に
あ
っ
た
島
津
家
重
書
は
家
令
東
郷
重
持
ら
の

努
力
に
よ
り
搬
出
さ
れ
て
現
在
に
伝
来
す
る
が
、
築
地
屋
敷
所
在
の
も
の
は
焼
失
し
た
こ
と
、

-
＿
丸
屋
敷
所
在
の
重
書
も
法
元
氏
夫
人
ら
の
努
力
で
一
部
搬
出
さ
れ
て
焼
失
を
免
か
れ
た
こ
と

等
々
関
連
事
項
は
少
な
く
な
い
。
g

ま
た
本
丸
、
二
丸
焼
失
後
空
地
と
な
っ
た
郭
内
に
そ
の
後

建
て
ら
れ
た
施
設
、
即
ち
鹿
児
島
学
校
、
鹿
児
島
県
立
中
学
造
士
館
、
第
七
高
等
学
校
造
士
館

、
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部
、
同
医
学
部
、
鹿
児
島
市
役
所
、
市
立
美
術
館
等
々
の
変
遷
に
つ
い

て
も
獨
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
一
切
省
略
し
た
。
血

以
上
鹿
児
島
（
鶴
丸
）
城
の
沿
革
に
つ
い
て
前
史
を
も
含
め
て
管
見
に
よ
り
関
係
史
料
を
掲

げ
、
併
せ
て
些
少
の
考
察
を
行
い
、
且
つ
発
掘
調
査
の
成
果
の
一
資
料
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
関
連
史
料
は
今
後
と
も
博
捜
、
精
読
に
よ
っ
て
益
々
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
し

、
新
事
実
の
発
見
や
、
歴
史
的
意
義
の
把
握
等
は
な
お
引
つ
づ
き
将
来
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

①
鹿
児
島
県
史
料
「
忠
義
公
史
料
l

ニ
ー
ニ
四

0
、
三

0
四
、
三

0
七
号

②
同
四
四
〇
、
四
七
六
号

③
同
四
三
三
号

屯
醤
図
の
伝
来
の
経
緯
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
成
尾
ミ
ッ
子
氏
所
蔵
「
慶
応
二
丙
寅
十
二
月
記

」
と
あ
る
成
尾
氏
の
「
家
譜
」
の
筆
跡
は
成
咤
常
矩
自
身
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
筆
体
に
は
草
書
体
の
も
の
と
楷
書

体
の
も
の
と
が
あ
り
、
後
者
は
概
ね
後
筆
、
補
筆
の
分
で
あ
り
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
同
十
二
年
の
死
去
に
至
る
間

の
加
筆
と
推
定
さ
れ
る
。
家
譜
に
は
一
葉
の
家
紋
図
と
一
葉
の
屋
敷
図
、
そ
れ
に
十
年
の
西
南
の
役
で
壮
絶
な
死
を

遂
げ
た
一
子
常
経
の
延
岡
の
埋
葬
地
付
近
の
見
取
図
一
葉
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
筆
跡
も
概
ね
後
者
の
そ
れ

と
一
致
す
る
。
そ
し
て
ご
れ
ら
の
筆
跡
は
所
謂
成
咤
図
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
鹿
児
島
市
立
美
術
館
現
蔵
の
二

葉
の
鹿
児
島
城
図
の
そ
れ
と
も
合
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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禾
靖
「
鶴
丸
城
」
、
拙
稿
「
鹿
児
島
城
の
変
遷
に
つ
い
て
」

⑤
鹿
大
史
学
二
七
、
拙
稿
「
誨
薄
史
料
伝
存
の
事
情
と
事
例
」
参
照
。

⑥
鹿
島
出
版
「
日
本
の
市
街
古
図
（
西
日
本
編
）
』
所
収
、
拙
稿
「
鹿
児
島
旧
藷
藩
御
城
下
絵
図
」
解
説
。

⑦
そ
の
他
『
旧
邦
秘
録
」
所
載
の
略
図
に
も
濠
の
記
載
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
少
な
く
と
も
西
南
戟
争
時
ま
で
そ
の
存

在
は
動
か
し
が
た
い
。

月
十
日
条
、

⑧
鹿
児
島
市
立
美
術
館
蔵

⑨
「
鹿
児
島
市
史
』

rn史
料
編
所
収
。

⑩
鹿
児
島
県
史
料
「
旧
記
雑
録
迫
録
』
八
I

―
二
五
一
号
、
同
『
西
南
戦
争
]
1
1
]

「
磯
島
津
家
日
記
」
五
月
一
二
日
・
九

「
史
談
会
速
記
録
』
第
一
こ
輯
合
本
一
、

0
同
家
旧
記
保
存
の
顛
末

⑪
鹿
児
島
史
学
二
六
・
ニ
八

拙
稿
大
正
出
版
、
「
天
保
年
間
鹿
児
島
城
下
絵
図
注
解
」

山
田
尚
．
一
「
鹿
児
島
県
の
中
等
教
育
の
変
遷
ー
中
学
校
造
士
館
を
中
心
に
ー
」

「
同
ー
県
議
会
を
中
心
に
ー
」
参
照
。

0
藩
庁
公
簿
焼
槃
の
顛
末
。

そ
の
他
比
較
的
最
近
の
研
究
成
果
を
と
り
あ
げ
た
も
の
と
し
て
新
人
物
往
来
社
「
日
本
城
郭
大
系
」
鹿
児
島
県
所
収

（
鹿
児
島
県
立
図
書
館
公
開
講
演
発
表
要
旨
）
、

記
録
所
の
変
遷
と
伊
地
知
季
安
」
（
旧
記
雑
録
月
報
一
）
、
原
口
泉
『
国
立
南
九
州
中
央
病
院
ー
そ
の
土
地
の
歴
史

的
沿
革
ー
』
を
参
考
資
料
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。
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